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文
展
期
の
婦
人
雑
誌
に
よ
る
女
性
の
美
人
画
鑑
賞
・
制
作
の
促
進

―『
婦
人
画
報
』
と
『
婦
人
世
界
』
を
事
例
と
し
て
―

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
歴
史
研
究
専
攻　

山
本
　
由
梨

本
論
文
で
は
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
の
開
催
期
間
（
明
治
四
十
〜
大
正
七
年
）
に
発
行
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
が
、
女
性
に
よ
る
美
人
画
の
鑑
賞
と
制
作
を
促
進
し
た

こ
と
を
『
婦
人
画
報
』
と
『
婦
人
世
界
』
を
事
例
に
検
証
す
る
。

文
展
で
は
美
人
画
の
人
気
が
高
ま
り
、
出
品
作
品
や
作
者
が
話
題
を
呼
ん
だ
。
特
に
日
本
画
部
の
美
人
画
が
人
々
の
関
心
を
集
め
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
も
多
数
議
論
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
時
の
美
人
画
が
ど
の
よ
う
な
人
々
か
ら
の
支
持
を
得
て
、
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
は
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
稿

者
は
、
文
展
期
に
お
い
て
、
女
性
た
ち
が
鑑
賞
・
制
作
の
両
面
か
ら
美
人
画
を
受
容
し
た
こ
と
を
、
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
来
た
。
本
稿

で
は
、
女
性
の
美
人
画
受
容
と
婦
人
雑
誌
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
証
を
重
ね
、
女
性
た
ち
が
美
人
画
を
鑑
賞
し
、
制
作
し
た
こ
と
の
背
景
や
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た
。

第
一
章
で
は
、婦
人
雑
誌
が
読
者
に
「
美
術
趣
味
」
の
習
得
を
推
奨
し
た
こ
と
に
よ
り
、女
性
の
美
人
画
鑑
賞
が
促
さ
れ
た
こ
と
を
、浮
世
絵
研
究
者
の
藤
懸
静
也
に
よ
る
『
婦

人
画
報
』
の
記
事
を
手
が
か
り
に
考
察
し
た
。
良
き
家
庭
婦
人
の
養
成
の
た
め
に
女
性
の
美
術
趣
味
の
修
養
を
促
進
す
る
と
い
う
婦
人
雑
誌
側
の
狙
い
が
背
景
と
な
り
、
美
人

画
は
誌
面
で
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
読
者
に
供
給
さ
れ
た
。

第
二
章
で
は
、婦
人
雑
誌
に
お
け
る
男
性
有
識
者
の
言
論
に
お
い
て
、美
人
画
こ
そ
が
女
性
の
美
術
制
作
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
推
奨
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
美
人
画
を
描
く
こ
と
も
、
あ
く
ま
で
家
庭
婦
人
の
た
し
な
み
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
女
性
に
よ
る
美
人
画
の
制
作
は
、
男
性
の
考
え
る
女
性

の
美
術
趣
味
、
美
術
受
容
を
逸
脱
し
な
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、『
婦
人
世
界
』
が
主
催
し
た
読
者
応
募
型
の
企
画
「
懸
賞
口
絵
」
が
美
人
画
の
投
稿
の
場
と
な
り
、
読
者
に
美
人
画
制
作
を
促
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
こ
で
は
、
女
性
名
を
騙
っ
た
男
性
を
含
む
投
稿
者
に
よ
っ
て
、
家
事
や
芸
事
に
勤
し
む
女
性
の
姿
が
描
か
れ
た
。
懸
賞
口
絵
は
、
婦
人
雑
誌
の
掲
げ
た
理
想
の
家
庭
婦
人
像
の
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
女
性
読
者
に
普
及
す
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、
文
展
期
に
お
い
て
婦
人
雑
誌
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
女
性
に
美
人
画
の
受
容
を
促
す
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
女
性
に
よ
る
美
人
画
の
受

容
は
、
婦
人
雑
誌
が
推
進
し
た
、
良
妻
賢
母
主
義
に
根
ざ
し
た
家
庭
婦
人
の
養
成
と
深
く
関
連
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
美
人
画　

文
展　

女
性
画
家　

婦
人
雑
誌　

美
術
趣
味　

女
性
鑑
賞
者

要
　
　
旨
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Summary

This paper examines the period during which the Bunten Exhibition (sponsored by the Ministry of 
Education) was held (1907–1918) and women’s magazines published during the same period that promoted the 
appreciation and production of Bijinga (portraits of beautiful women) by women.

Bijinga became increasingly popular at the Bunten Exhibition, and the works exhibited and their creators 
were the focus of much discussion. In particular, Bijinga of the Nihonga Department attracted people’s 
attention, which has been discussed in many previous studies.

However, there is still room to examine who supported Bijinga at that time and how Bijinga were enjoyed. 
The author has elucidated acceptance of Bijinga by women during the Bunten period, both in terms of 
appreciation and production, based on women’s magazines published during that period. This paper further 
examines the relationship between women’s acceptance of Bijinga and women’s magazines and deepens our 
discussion of the background and factors behind women’s appreciation and production of Bijinga.

Chapter 1 examines how women’s magazines encouraged their readers to acquire a “taste for art,” which in 
turn encouraged women to appreciate Bijinga, using an article in Fujin Gaho by Ukiyo-e researcher Shizuya 
Fujikake. Supported by the objective of women’s magazine to promote the cultivation of women’s taste for art in 
order to nurture good housewives, Bijinga were actively featured in the magazine and supplied to its readers.

Chapter 2 clarifi es that male experts writing for women’s magazines recommended that Bijinga be an 
appropriate subject for women’s art production. However, the painting of Bijinga by women must be a genteel 
activity that falls within the category of domestic women’s activities. It was expected that the production of 
Bijinga by women should not deviate from men’s conception of women’s taste for and acceptance of art.

In Chapter 3, the author clarifi es that the frontispiece competition, a reader-submitted project sponsored by 
Fujin Sekai, functioned as a forum for submitting Bijinga and encouraged readers to create their own Bijinga. 
The contributors of the prize-winning paintings, which depicted women engaging in household chores and 
artistic accomplishments included men pretending to be women. These prize-winning illustrations also 
functioned as a venue for disseminating to female readers the specifi c image of the ideal housewives that 
women’s magazines had set forth.

The author demonstrates that women’s magazines, as a form of mass media, played a role in encouraging 
women to accept Bijinga during the Bunten period. The acceptance of Bijinga by women was deeply connected 
to the cultivation of housewives rooted in the principle of a good wife and wise mother, which was promoted by 
the women’s magazines.

Key words: Bijinga (portraits of beautiful women), Bunten exhibition, women painters, women’s magazines, 

taste for art, female viewers
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は
じ
め
に

本
論
文
で
は
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
の
開
催
期
間
（
明
治
四
十
〜
大
正

七
年
）
に
、
女
性
向
け
の
雑
誌
、
婦
人
雑
誌
が
、
女
性
に
よ
る
美
人
画
の
鑑
賞
と
制

作
を
促
進
し
た
こ
と
を
検
証
す
る
。
雑
誌
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
近
代
日
本
に

お
け
る
女
性
の
文
化
受
容
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
示
さ
れ
て
き
た 

（
1
）。
本
稿
は
そ
れ
ら
先
学
を
ふ

ま
え
、
文
展
期
に
お
け
る
女
性
の
美
人
画
受
容
と
婦
人
雑
誌
の
関
連
に
つ
い
て
分
析

を
行
う
。

文
展
で
は
美
人
画
の
人
気
が
高
ま
り
、
出
品
作
品
や
作
者
が
話
題
を
呼
ん
だ
。
特

に
日
本
画
部
の
美
人
画
が
人
々
の
関
心
を
集
め
、
文
展
が
回
を
重
ね
る
と
女
性
像
を

描
く
画
家
は
数
を
増
し
た 

（
2
）。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
第
九
回
文
展
の
日
本
画

部
に
美
人
画
が
集
め
ら
れ
た
部
屋
が
設
置
さ
れ
、
美
人
画
室
と
呼
ば
れ
注
目
を
浴
び

た
こ
と
は
、
文
展
の
美
人
画
人
気
の
高
さ
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
先
行
研
究
で

も
多
数
議
論
さ
れ
て
い
る 

（
3
）。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
美
人
画
が
ど
の
よ
う
な
人
々
か
ら
の
支
持
を
得
て
、
ど
の

よ
う
に
享
受
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
は
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ま
で
稿
者
は
、
文
展
期
の
女
性
が
、
鑑
賞
・
制
作
の
両
面
か
ら
美
人
画
を
受
容
し
た

こ
と
を
、
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
来
た 

（
4
）。

そ
の
内
容
は
本
稿
の
前
提
と
な
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
概
要
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

文
展
開
催
時
期
、
婦
人
雑
誌
の
読
者
は
、
誌
面
を
介
し
て
文
展
の
美
人
画
を
鑑
賞

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
婦
人
画
報
』
は
、
文
展
出
品
の
美
人
画

の
写
真
と
、
そ
の
作
品
の
解
説
記
事
を
数
多
く
掲
載
し
た
。『
女
学
世
界
』
も
「
美

人
画
評
判
記
」 （
5
）
と
題
し
て
文
展
出
品
の
美
人
画
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
す
る
特

集
記
事
を
掲
載
し
た
。
読
者
は
こ
れ
ら
の
記
事
を
眺
め
、
読
む
こ
と
で
、
文
展
に
実

際
に
行
か
ず
と
も
、
展
示
作
品
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

文
展
の
美
人
画
を
鑑
賞
す
る
女
性
の
姿
も
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
。
大
正
六
年
の

『
婦
人
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
清
水
勘
一
に
よ
る
漫
画
「
文
展
を
観
る
婦
人
」 （
6
）（
挿

図
1
）
に
は
、
文
展
に
来
場
し
た
女
性
た
ち
が
作
品
を
鑑
賞
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。

そ
こ
で
女
性
客
が
眺
め
て
い
る
の
は
、
彫
刻
作
品
一
点
を
除
き
、
す
べ
て
が
日
本
画

部
の
美
人
画
で
あ
る
。
漫
画
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
は
、
日
本
画
家
の
鏑
木
清
方
、

栗
原
玉
葉
、
島
成
園
、
竹
内
栖
鳳
、
池
田
輝
方
ら
が
女
性
像
を
描
い
た
作
品
を
前
に

感
想
を
語
り
、
文
展
に
お
け
る
女
性
の
鑑
賞
者
の
興
味
が
美
人
画
に
集
中
す
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
美
人
画
を
特
別
に
好
む
」
と
い
う
美
術
へ
の
関
心

の
持
ち
方
が
、
婦
人
雑
誌
に
よ
っ
て
女
性
の
読
者
に
提
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
婦
人
雑
誌
は
美
人
画
を
制
作
す
る
女
性
た
ち
の
姿
を
誌
面
で
紹
介
し
た
。

上
村
松
園
や
池
田
蕉
園
、
栗
原
玉
葉
な
ど
、
文
展
で
活
躍
す
る
女
性
画
家
の
多
く
は

美
人
画
を
描
き 

（
7
）、
婦
人
雑
誌
の
誌
面
に
は
彼
女
た
ち
の
肖
像
や
制
作
中
の
様
子

を
お
さ
め
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
（
挿
図
2
）、
そ
の
成
功
譚
や
、
生
い
立
ち
、
私
生

活
ま
で
も
が
語
ら
れ
た 

（
8
）。
さ
ら
に
、
文
展
出
品
の
画
家
に
学
ん
で
美
人
画
を
描

く
令
嬢
た
ち
の
姿
も
掲
載
さ
れ
、
美
人
画
と
い
う
画
題
が
、
女
性
が
絵
画
を
制
作
す

る
際
の
有
効
な
選
択
肢
と
し
て
例
示
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
稿
者
は
文
展
期
に
お
け
る
女
性
と
美
人
画
の
関
係
を
検
証
し
て

き
た
が
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
女
性
に
よ
る
美
人
画
の
受
容
が
行
わ
れ
た
の
か
、
と

い
う
理
由
や
背
景
の
分
析
は
十
分
に
成
し
得
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
女
性
の
美
人

画
受
容
と
婦
人
雑
誌
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
証
を
重
ね
、
雑
誌
の
編
集
の
意

は
じ
め
に

一　
 

美
術
趣
味
の
普
及
に
よ
る
美
人
画
鑑
賞
の
促
進
―
『
婦
人
画
報
』
に
お
け

る
藤
懸
静
也
の
執
筆
記
事
を
手
が
か
り
に
―

二　

男
性
有
識
者
の
言
説
に
よ
る
美
人
画
制
作
の
推
奨

三　
『
婦
人
世
界
』
の
懸
賞
口
絵
に
よ
る
美
人
画
制
作
へ
の
誘
導

お
わ
り
に
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挿図 1　清水勘一「文展を観る婦人」（『婦人画報』141号、大正 6年 12月）

挿図 2　「製作中の五閨秀画家」（『婦人画報』153号、大正 7年 11月）
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図
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
女
性
た
ち
が
美
人
画
を
鑑
賞
し
、
制
作
し
た
背
景
や
要
因
に

つ
い
て
考
察
を
深
め
た
い
。

な
お
、
以
下
で
は
、『
婦
人
画
報
』
と
『
婦
人
世
界
』
の
二
つ
の
雑
誌
の
事
例
を

主
に
挙
げ
て
い
る 

（
9
）。
こ
の
二
誌
は
、
文
展
の
開
催
期
間
に
お
い
て
刊
行
が
途
絶

え
る
こ
と
が
な
く
、
文
展
前
後
を
含
め
た
状
況
の
推
移
の
検
証
が
可
能
で
あ
り
、
後

述
の
よ
う
に
、
女
性
向
け
の
本
格
的
な
商
業
誌
と
し
て
高
い
支
持
を
得
て
い
た 

（
10
）。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
分
析
に
よ
り
、
文
展
期
の
婦
人
雑
誌
と
美
人
画
の
関
わ
り
の
一

側
面
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

一　

 

美
術
趣
味
の
普
及
に
よ
る
美
人
画
鑑
賞
の
促
進 

―『
婦
人
画
報
』に
お
け
る
藤
懸
静
也
の
執
筆
記
事
を
手
が
か
り
に
―

本
章
で
は
、
婦
人
雑
誌
の
読
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
「
美
術
趣
味
」 （
11
）
の
習
得

の
推
奨
が
、
女
性
の
美
人
画
鑑
賞
を
促
進
し
た
こ
と
つ
い
て
、
浮
世
絵
研
究
者
の
藤

懸
静
也
に
よ
る
『
婦
人
画
報
』
の
記
事
を
手
が
か
り
に
考
察
す
る
。

『
婦
人
画
報
』
は
編
集
長
に
国
木
田
独
歩
を
擁
し
て
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）

年
に
近
事
画
報
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
グ
ラ
フ
誌
で
、
皇
室
を
は
じ
め
と
す
る
名
流
家

庭
の
女
性
の
肖
像
写
真
を
紹
介
し
て
人
気
を
集
め
た 

（
12
）。
明
治
四
十
四
年
の
『
東

京
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
と
、『
婦
人
世
界
』『
女
学
世
界
』
に
次
い
で
販
売
数
の
多
い

婦
人
雑
誌
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る 

（
13
）。

『
婦
人
画
報
』
は
美
術
関
連
の
記
事
を
多
く
掲
載
し
た 

（
14
）。
創
刊
当
初
は
、
女

学
校
に
お
け
る
美
術
教
育
の
様
子
や
、
女
学
生
の
描
い
た
絵
画 

（
15
）、
風
景
や
女
性

の
肖
像
を
描
い
た
西
洋
画
を
写
真
や
読
み
物
で
紹
介
し
、
日
本
画
の
場
合
は
、
主
に

跡
見
花
蹊
、
跡
見
玉
枝
、
野
口
小
蘋
ら
花
鳥
画
、
山
水
画
を
描
く
女
性
画
家
を
取
り

上
げ
た 

（
16
）。

し
か
し
、
明
治
四
十
年
よ
り
文
展
が
開
催
さ
れ
る
と
、
引
き
続
き
花
鳥
画
、
山
水

画
が
掲
載
さ
れ
る
な
か
、
女
性
画
家
の
上
村
松
園
や
池
田
蕉
園
ら
を
中
心
に
、
文
展

で
活
躍
し
た
日
本
画
家
の
美
人
画
を
紹
介
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
の
手
が
け
た
美

人
画
口
絵
も
多
く
掲
載
さ
れ
た 

（
17
）。
同
誌
は
明
治
四
十
一
年
の
第
二
回
文
展
を
除

い
た
全
て
の
回
に
お
い
て
、
文
展
出
品
作
品
の
図
版
か
解
説
記
事
、
あ
る
い
は
そ
の

両
方
を
掲
載
し
、
そ
こ
で
は
主
に
美
人
画
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

な
か
で
も
、
浮
世
絵
研
究
者
の
藤
懸
静
也
が
『
婦
人
画
報
』
に
お
い
て
精
力
的
に

美
人
画
の
解
説
を
行
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
藤
懸
は
、
浮
世
絵
版
画
を
歴
史
的

に
系
統
づ
け
た
、
浮
世
絵
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
近
代
日
本
に
お
け

る
代
表
的
な
浮
世
絵
の
研
究
書
と
さ
れ
る
『
浮
世
絵
の
研
究
』 （
18
）
を
は
じ
め
、
多

く
の
論
考
を
著
し
、
浮
世
絵
研
究
の
権
威
と
し
て
名
を
残
し
た
。
藤
懸
は
明
治
十
四

年
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
に
学
ん
だ
。
明
治
四
十
三
年
に
『
婦
人
画
報
』
の
執

筆
を
開
始
し 

（
19
）、
同
年
に
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る 

（
20
）。
明
治

四
十
五
年
か
ら
は
女
子
美
術
学
校
の
講
師
と
し
て
女
子
教
育
に
も
携
わ
り
、
大
正
三

年
か
ら
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
副
手
を
務
め
る
か
た
わ
ら
『
國
華
』
の
編
集
を
助
け
、

大
正
六
年
よ
り
國
學
院
大
学
教
授
と
な
る
。
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
、
東
京
帝
国
大

学
教
授
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た 

（
21
）。

藤
懸
は
文
展
開
催
時
期
だ
け
で
も
計
二
十
三
本
と
い
う
多
く
の
読
物
を
『
婦
人
画

報
』
に
寄
稿
し
（
表
1
）、
文
展
を
解
説
す
る
際
に
は
主
に
美
人
画
を
取
り
上
げ

た 

（
22
）。
例
え
ば
、
第
五
回
文
展
に
際
し
て
は
「
文
部
省
展
覧
会
に
於
け
る
閨
秀
画

家
の
作
品
」 （
23
）
と
題
し
て
、
日
本
画
家
の
池
田
蕉
園
、
河
崎
蘭
香
、
洋
画
家
の
渡

辺
ふ
み
の
三
人
の
女
性
画
家
の
出
品
作
品
を
紹
介
す
る
記
事
を
執
筆
し
た
が
、
彼
女

た
ち
の
作
品
に
は
、
い
ず
れ
も
女
性
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
池
田
蕉
園

が
出
品
し
た
《
髪
》
に
つ
い
て
は
「
髪
と
い
ふ
絵
は
、
徳
川
中
期
の
風
俗
で
表
は
さ

れ
て
、
盛
装
し
た
娘
が
美
事
に
結
っ
て
貰
っ
た
髪
を
、
今
合
鏡
し
て
見
て
居
る
所
を

題
材
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
記
す
。
藤
懸
は
、
作
品
の
主
題
や
時
代
設
定
を
解

説
し
、
美
術
史
の
研
究
者
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
読
者
に
美
人
画
の
魅
力
を
伝
え
た
。

文
展
を
紹
介
す
る
記
事
以
外
で
も
、
藤
懸
は
積
極
的
に
女
性
像
が
描
か
れ
た
美
術
作

品
を
例
示
し
な
が
ら
主
題
を
語
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
四
十
四
年
の
記
事
「
雛
遊
」
で

は
、
雛
飾
り
の
調
度
を
解
説
す
る
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
浮
世
絵
の
情
報
を
入
れ
る
。
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表 1　藤懸静也による文展期『婦人画報』執筆記事一覧

発行年月日 号数 特集号名 記事名

明治43年1月10日 37号 増刊　東京婦人風俗 浮世絵にあらはれたる婦人の風俗

明治44年3月1日 53号 雛遊

明治44年4月1日 54号 浮世絵に現はれたる美人

明治44年7月1日 58号 絵画の鑑賞と美的趣味の養成

明治44年10月1日 61号 秋季特別号 月見

明治44年11月1日 62号 文部省展覧会に於ける閨秀画家の作品

明治45年1月1日 64号 鼠のはなし

明治45年3月1日 67号 浮世絵より見たる雛遊び

明治45年4月1日 68号 美人の標準はどうして変るか

大正1年11月1日 75号 文部省美術展覧会に於ける閨秀画家の作品

大正2年1月1日 77号 日本人は太古から牛肉を喰べた

大正2年4月1日 81号 春季特別号　令嬢画報 武家の娘と町家の娘

大正2年7月1日 84号 七夕祭

大正2年10月1日 87号 閨秀画家奥原晴湖の娘時代

大正2年11月1日 88号 絵の上手な昔の婦人

大正4年12月1日 117号 文展の二等賞

大正5年2月1日 119号 美術品の味ひ方

大正5年3月1日 120号 掛物の取扱ひ方

大正5年12月1日 129号 文展の女流作家

大正6年1月1日 130号 新年特別号　趣味生活 婦人と美術趣味

大正6年4月1日 133号 逝ける野口小蘋女史

大正6年12月1日 141号 文展で目に付いた日本画

大正7年12月1日 154号 文展の日本画
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元
禄
十
年
の
印
本
で
、
鳥
居
清
信
の
画
い
た
も
の
に
、
雛
を
屏
風
に
立
か
け
て

こ
れ
に
蛤
を
供
へ
た
図
が
あ
り
ま
す
。
是
に
も
壇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
享
保

十
七
年
の
印
本
女
中
風
俗
玉
鏡
に
は
、
小
さ
な
台
を
し
て
、
其
上
に
一
列
に
雛

を
並
べ
、
膳
な
ど
を
備
へ
た
図
が
あ
り
ま
す
。（
24
）

こ
こ
で
西
川
祐
信
の
手
掛
け
た
絵
本
「
女
中
風
俗
玉
鏡
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
美
術
に
直
接
は
関
係
の
な
い
主
題
の
記
事
の
執
筆
に
お
い
て
も
、
藤
懸
は
文

中
で
、
女
性
像
が
描
か
れ
た
絵
に
言
及
し
た
。

こ
れ
ら
の
藤
懸
の
執
筆
活
動
は
、
婦
人
雑
誌
に
よ
る
「
趣
味
」
習
得
の
奨
励
の
も

と
行
わ
れ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
趣
味
は
明
治
四
十
年
頃
よ
り
「
も
の
ご
と
の

あ
じ
わ
い
を
感
じ
と
る
力
」
と
し
て
の
意
味
で
流
行
し
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る 

（
25
）。
都
市
の
新
中
間
層
に
趣
味
を
求
め
る
言
説
が
多
く
生
ま
れ
、

婦
人
雑
誌
も
積
極
的
に
読
者
の
女
性
に
趣
味
の
習
得
を
促
し
た
。

そ
の
な
か
で
藤
懸
は
、『
婦
人
画
報
』
の
読
者
に
「
美
術
趣
味
」 （
26
）
を
育
む
こ
と

を
求
め
て
い
く
。
例
え
ば
、
明
治
四
十
四
年
の
記
事
で
は
、「
美
的
趣
味
」
と
い
う

語
を
用
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

実
に
美
的
趣
味
の
養
成
に
は
、
絵
画
を
楽
む
と
い
ふ
こ
と
が
、
近
道
の
一
つ
で

あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
絵
画
を
楽
む
と
申
し
ま
し
て
も
、
絵
を
習
ふ
の
で
は
な

く
、
絵
を
味
つ
て
見
る
こ
と
、
即
ち
鑑
賞
と
い
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
申

す
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
美
し
い
画
を
見
れ
ば
、誰
も
快
感
を
催
し
ま
す
が
、

美
し
い
と
い
う
感
は
、
誠
に
女
の
や
さ
し
さ
を
増
さ
せ
る
も
と
で
、
こ
の
感
を

度
々
起
さ
せ
る
こ
と
は
、
誠
に
必
要
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
美
的
趣
味
が
あ

り
さ
へ
す
れ
ば
、
胸
中
自
ら
閑
日
月
あ
り
で
、
ゆ
つ
た
り
と
す
る
こ
と
が
出
来
、

気
分
も
高
尚
に
な
つ
て
、
品
の
よ
い
婦
人
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
27
）

こ
こ
で
藤
懸
は
、
美
的
な
も
の
を
あ
じ
わ
う
力
を
育
む
た
め
に
、
絵
画
を
鑑
賞
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
に
よ
り
趣
味
を
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
女

性
と
し
て
も
品
格
が
高
く
な
る
と
説
く
。

そ
も
そ
も
、
女
性
に
と
っ
て
趣
味
は
、
よ
り
良
い
家
庭
生
活
、
結
婚
の
た
め
に
必

要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
、
結
婚
準

備
と
し
て
の
趣
味
の
修
養
化
が
促
進
さ
れ
た 

（
28
）。
良
き
家
庭
婦
人
を
目
指
す
こ
と

を
読
者
に
求
め
た
婦
人
雑
誌
は
、
趣
味
の
必
要
性
を
熱
心
に
説
き
、
音
楽
、
茶
道
、

書
道
、
美
術
な
ど
を
た
し
な
む
女
性
を
誌
面
で
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
妻
賢

母
に
求
め
ら
れ
る
趣
味
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
と
い
う
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
普

及
し
て
い
っ
た
。

藤
懸
も
、
美
術
の
趣
味
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
よ
り
良
い
家
庭
婦
人
の
養
成
に

つ
な
が
る
と
語
っ
た 

（
29
）。
大
正
六
年
の
「
婦
人
と
美
術
趣
味
」
と
題
し
た
記
事
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
に
著
し
て
い
る
。

殊
に
女
子
と
美
術
趣
味
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
と
き
に
、
文
展
は
そ
の
よ
い
教

養
場
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
、
美
術
趣
味
を
女
子
に
も
た
せ
る
こ
と
が
出

来
る
や
う
に
な
り
ま
せ
う
。
女
子
に
美
術
趣
味
が
欠
け
て
居
て
は
、
如
何
に
も

家
庭
が
乾
燥
無
味
に
な
り
、何
と
な
く
殺
風
景
に
傾
く
で
あ
り
ま
せ
う
。（
中
略
）

別
に
絵
を
稽
古
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
絵
を
楽
し
ん
で
見
、
味
つ
て
見
て
行

け
ば
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
30
）

こ
こ
で
藤
懸
は
、
絵
を
稽
古
す
る
必
要
は
無
く
、
文
展
で
作
品
を
鑑
賞
さ
え
す
れ

ば
よ
い
の
だ
と
主
張
す
る
。

そ
こ
で
、
文
展
に
行
く
機
会
の
な
い
女
性
読
者
に
と
っ
て
は
、
婦
人
雑
誌
の
誌
面

を
介
し
た
美
術
鑑
賞
こ
そ
が
美
術
趣
味
養
成
の
近
道
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
雑
誌
は
取

材
対
象
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
誌
面
に
お
い
て
複
製
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
視
覚
に

訴
え
る
美
術
と
は
相
性
が
良
い
。
女
性
読
者
は
、
専
門
の
稽
古
や
教
育
を
う
け
な
く

と
も
、
婦
人
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
簡
単
に
美
術
に
触
れ
ら
れ
る
、
つ
ま
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り
美
術
趣
味
を
涵
養
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

そ
の
美
術
趣
味
養
成
の
場
と
な
る
婦
人
雑
誌
に
お
い
て
、
藤
懸
が
積
極
的
に
取
り

上
げ
た
の
が
美
人
画
で
あ
っ
た
。
文
展
の
美
人
画
に
加
え
、
江
戸
期
の
浮
世
絵
に
言

及
す
る
に
お
い
て
も
、
風
景
画
や
役
者
絵
で
は
な
く
、
主
と
し
て
女
性
像
が
描
か
れ

た
作
例
を
挙
げ
て
お
り
、
婦
人
雑
誌
に
お
い
て
意
図
的
に
美
人
画
を
美
術
趣
味
普
及

の
手
段
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
藤
懸
は
、
絵
画
に
描
か
れ
た
女
性
像
を
例
示
し
な
が
ら
、
女
性
の
理
想
的

な
容
貌
、
装
い
に
つ
い
て
語
っ
た
。
文
展
期
の
『
婦
人
画
報
』
に
限
っ
て
も
同
趣
の

記
事
を
三
件
も
執
筆
し
て
い
る
（
31
）。
例
え
ば
藤
懸
は
「
美
人
の
標
準
は
ど
う
し
て

変
る
か
」
と
題
し
た
記
事
で
、
描
か
れ
る
女
性
像
は
、
服
装
と
髪
型
、
目
鼻
立
ち
の

関
係
性
と
調
和
が
肝
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
喜
多
川
歌
麿
こ
そ
が
、

江
戸
期
特
有
の
服
装
と
髪
型
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
の
面
貌
を
描
く
名
手
で
あ
っ
た
と

論
じ
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

時
代
に
よ
つ
て
風
俗
が
変
り
髪
の
形
が
違
へ
ば
、
従
つ
て
こ
れ
に
よ
く
似
合
ふ

や
う
な
体
格
容
貌
の
女
で
な
け
れ
ば
、
美
人
と
申
す
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
中
略
）
歌
麿
の
美
人
絵
が
非
常
に
も
て
囃
さ
れ
ま
し
た
の
も
、

こ
の
関
係
を
よ
く
知
つ
て
、
瓜
実
顔
で
鼻
の
長
い
真
の
人
に
は
見
出
す
こ
と
の

出
来
ぬ
程
長
い
顔
を
画
き
ま
し
て
、
よ
く
全
体
の
調
和
を
計
つ
た
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
実
に
歌
麿
は
自
分
の
理
想
的
の
美
人
を
画
き
出
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

ま
た
其
の
時
代
の
人
々
の
理
想
に
も
適
つ
た
の
で
、
非
常
な
評
判
と
な
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
つ
て
観
ま
す
と
、
徳
川
時
代
の
美
人
は
、
服
装
と
髪

と
の
関
係
か
ら
歌
麿
の
絵
の
や
う
に
極
端
で
な
く
と
も
、
細
く
痩
せ
た
瓜
実
顔

で
な
け
れ
ば
美
し
く
見
え
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
か
や
う
に
服
装
と
髪
の
形
と
で

容
貌
に
変
り
が
生
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
生
れ
付
い
た
円
顔
ま
た
は
細

面
に
過
ぎ
た
も
の
も
、
髪
の
形
と
服
装
と
で
工
夫
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
ま
で
は

調
和
が
つ
き
美
人
と
い
は
れ
る
や
う
に
な
り
ま
す
。（
32
）

こ
こ
で
藤
懸
は
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
女
性
の
よ
う
に
、
読
者
も
髪
型
と
服
装
を

工
夫
し
て
、
自
身
の
顔
立
ち
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
美
人
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
語
る
。

描
か
れ
た
女
性
像
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
理
想
的
な
女
性
の
美
の
あ
り
方

を
読
者
に
語
る
記
事
は
、
藤
懸
に
限
ら
ず
、
複
数
の
著
述
家
が
執
筆
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
幸
田
露
伴
も
『
婦
人
画
報
』
に
お
い
て
「
美
人
の
い
ろ
い
ろ
」 （
33
）
と
題
し
、

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
女
性
像
を
例
示
し
な
が
ら
、
理
想
的
な
女
性
の
装
い
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
る
。
読
者
は
美
術
に
造
詣
が
深
く
な
く
と
も
、
女
性

美
へ
の
関
心
を
持
ち
な
が
ら
こ
れ
ら
の
記
事
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と
美
人
画

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

文
展
に
お
い
て
美
人
画
を
描
い
た
画
家
も
、
理
想
的
な
女
性
の
装
い
を
婦
人
雑
誌

で
語
り
、
読
者
に
説
い
て
い
る
（
34
）。
ま
た
、
彼
ら
が
描
い
た
美
人
画
口
絵
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
グ
ラ
ビ
ア
の
よ
う
に
誌
面
を
飾
っ
て
読
者
の
支
持
を
得
て
い
た
。
婦
人
雑
誌

に
お
い
て
美
人
画
は
、
理
想
の
女
性
美
へ
の
関
心
と
深
く
結
び
つ
き
な
が
ら
読
者
に

受
容
さ
れ
て
い
た
。

以
上
、
藤
懸
静
也
の
執
筆
記
事
を
手
が
か
り
に
、
婦
人
雑
誌
に
お
け
る
美
術
趣
味

の
普
及
と
美
人
画
受
容
の
関
連
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
良
き
家
庭
婦
人
の
養
成
の
た

め
に
女
性
の
趣
味
の
修
養
を
促
進
す
る
と
い
う
婦
人
雑
誌
側
の
狙
い
が
後
押
し
し
、

女
性
美
へ
の
関
心
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
美
人
画
は
誌
面
で
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
読
者
に
供
給
さ
れ
た
と
い
え
る
。

二　

男
性
有
識
者
の
言
説
に
よ
る
美
人
画
制
作
の
推
奨

本
章
で
は
、
文
展
期
の
婦
人
雑
誌
に
お
い
て
、
男
性
有
識
者
の
言
論
に
よ
っ
て
、

美
人
画
こ
そ
が
女
性
の
美
術
制
作
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
推
奨
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
た
い
。

稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
文
展
期
の
婦
人
雑
誌
が
美
人
画
を
描
く
女
性
の
姿
を
読
者
に

紹
介
し
、「
女
性
は
美
人
画
を
描
く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
普
及
さ
せ
た
こ
と
を
指
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摘
し
て
き
た
（
35
）。
文
展
で
は
上
村
松
園
や
池
田
蕉
園
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
の
日

本
画
家
が
美
人
画
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
名
を
上
げ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
彼
女
た
ち

の
活
躍
を
盛
ん
に
取
り
上
げ
た
が
、
婦
人
雑
誌
は
、
文
展
出
品
の
女
性
画
家
の
み
な

ら
ず
、
彼
女
た
ち
に
美
人
画
を
学
ぶ
、
裕
福
な
家
庭
の
令
嬢
た
ち
に
も
取
材
し
た
。

例
え
ば
大
正
四
年
の
『
婦
人
画
報
』
の
口
絵
「
令
嬢
と
絵
画
」（
挿
図
3
）
に
は
、「
故

文
学
博
士
外
山
正
一
氏
令
嬢
久
子
の
君
（
十
八
）
は
お
茶
の
水
高
等
女
学
校
卒
業
後

池
田
蕉
園
女
史
に
就
て
絵
画
を
学
ば
れ
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
久
子
の
君
と
自
筆

の
絵
画
」 （
36
）
の
説
明
と
と
も
に
、
若
い
女
性
と
、
彼
女
が
描
い
た
美
人
画
が
並
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
事
は
、
美
人
画
が
良
家
の
令
嬢
に
ふ
さ
わ
し
い
制
作
対
象

で
あ
る
と
い
う
印
象
を
読
者
に
与
え
た
だ
ろ
う
。

婦
人
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
未
婚
の
令
嬢
た
ち
の
肖
像
写
真
は
、
花
嫁
候
補
の
見
本

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
（
37
）。
令
嬢
た
ち
が
写
真
の
な
か
で
花
道
や
書
道
な
ど

の
技
芸
を
披
露
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
趣
味
の
豊
か
さ
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

り
結
婚
に
ふ
さ
わ
し
い
教
養
あ
る
女
性
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
女
た

ち
が
美
人
画
を
描
く
姿
が
あ
え
て
取
材
さ
れ
、
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

美
人
画
を
描
く
と
い
う
行
為
も
、
未
来
の
良
き
家
庭
婦
人
と
し
て
の
印
象
を
女
性
に

付
加
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

以
上
の
こ
れ
ま
で
の
検
証
を
ふ
ま
え
、
本
章
で
は
さ
ら
に
、
男
性
有
識
者
の
直
接

的
な
言
述
に
よ
っ
て
、
婦
人
雑
誌
に
お
い
て
、
女
性
に
は
美
人
画
の
制
作
が
ふ
さ
わ

し
い
と
論
じ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

例
え
ば
、
日
出
新
聞
の
記
者
で
あ
る
川
村
文
芽
（
38
）
は
『
婦
人
世
界
』
で
「
美
人

画
は
男
の
画
家
に
勝
る
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

婦
人
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
画
が
や
さ
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
男
子
よ
り
も
注

意
が
細
か
い
か
ら
、
美
人
画
な
ど
は
、
ど
こ
か
に
勝
つ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
に
違

ひ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）閨
秀
画
家
の
多
く
が
美
人
画
家
で
あ
る
だ
け
に
、

研
究
に
も
取
材
に
も
頗
る
容
易
で
、
現
代
風
俗
な
ら
ば
幾
ら
も
モ
デ
ル
が
あ
る

し
、
昔
の
風
俗
は
、
博
物
館
や
図
書
館
に
行
け
ば
幾
ら
も
材
料
が
あ
り
ま
す
。

美
人
画
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
婦
人
に
適
し
て
ゐ
る
と
思
ひ
ま
す
。（
39
）

こ
こ
で
は
、
美
人
画
は
女
性
を
描
く
画
題
で
あ
る
た
め
に
女
性
画
家
は
取
材
し
や

す
く
、
男
性
画
家
に
勝
る
部
分
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
男
性
の
論
者

に
よ
っ
て
、
美
人
画
こ
そ
が
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
制
作
対
象
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。

画
壇
で
活
躍
す
る
女
性
画
家
が
、
自
ら
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
女
性
に
は
美
人
画

制
作
が
適
し
て
い
る
と
い
う
考
え
を
述
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
文
展
に
出
品
し
た
女

性
画
家
の
河
崎
蘭
香
は
「
花
鳥
は
兎
に
角
、
山
水
を
書
き
ま
す
に
は
、
勢
ひ
汽
車
で

彼
方
此
方
飛
び
歩
い
て
名
勝
古
跡
を
探
ぐ
る
事
が
必
要
で
せ
う
が
、
女
に
は
其
れ
は

却
却
能
き
に
く
い
事
で
御
座
い
ま
す
。
其
れ
故
、
女
は
人
物
を
書
く
に
限
る
（
中
略
）

人
物
画
も
色
々
あ
り
ま
せ
う
が
、
女
に
は
矢
張
り
美
人
画
が
適
し
て
ゐ
る
」 （
40
）
と

語
り
、
女
性
画
家
が
美
人
画
を
描
く
理
由
と
し
て
、
女
性
は
他
の
主
題
で
は
取
材
に

制
約
が
あ
る
と
い
う
旨
を
述
べ
た
。

挿図 3　「令嬢と絵画」 
（『婦人画報』111号、大正 4年 8月）
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し
か
し
、
女
性
画
家
は
自
ら
が
美
人
画
を
描
く
理
由
を
明
確
に
語
ら
な
い
場
合
が

多
い
。
例
え
ば
池
田
蕉
園
は
、「
私
は
、
小
さ
い
時
か
ら
姉
様
を
書
く
の
が
す
き
で
、

姉
様
さ
へ
上
手
に
か
け
れ
ば
い
い
と
い
ふ
や
う
な
ボ
ー
ツ
と
し
た
考
を
持
つ
て
居
り

ま
し
た
」 （
41
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
自
身
が
美
人
画
を
制
作
す
る
こ
と
は
幼
少
期
の

営
み
の
延
長
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
蕉
園
が
女
性
像
を
描
く
こ
と
を
望
み
、
自
主
的

に
美
人
画
制
作
を
選
択
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
の
選
択
が
自
ら
の
好
み

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
個
人
の
事
例
を
述
べ
る
に
留
ま
る
。

池
田
蕉
園
自
身
は
語
ら
ず
と
も
、
そ
の
夫
で
あ
る
画
家
の
池
田
輝
方
は
、
女
性
画

家
の
描
く
美
人
画
に
関
し
て
雄
弁
に
論
じ
た
。『
婦
人
世
界
』
の
「
幸
運
つ
づ
き
の

蕉
園
女
史
を
訪
ふ
」
は
蕉
園
を
紹
介
す
る
記
事
だ
が
、
そ
こ
で
蕉
園
は
取
材
に
応
え

ず
、
代
わ
っ
て
夫
の
輝
方
が
女
性
と
美
人
画
の
関
係
に
つ
い
て
語
る
。

婦
人
に
は
美
人
画
が
適
当
（
中
略
）
婦
人
に
は
ど
う
し
て
も
美
人
以
外
の
も
の

は
向
き
ま
せ
ん
。
優
し
い
可
愛
ら
し
い
美
人
の
特
色
を
あ
ら
は
す
に
は
、
婦
人

に
限
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
婦
人
の
描
く
美
人
は
、
奥
さ
ん
と
か
お
嬢
さ
ん
と

か
い
ふ
や
う
な
単
純
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
ま
た
さ
う
い
ふ
も
の
で
な
け
れ
ば
、

調
子
よ
く
描
け
ま
せ
ん
。
少
し
複
雑
し
た
芸
者
と
か
遊
女
と
か
を
描
き
ま
す
と
、

男
子
の
や
う
な
整
つ
た
絵
は
で
き
な
い
や
う
で
す
。
こ
れ
は
、
女
画
家
が
、
芸

者
な
ど
に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
と
、
そ
の
観
察
が
届
か
な
い
た
め
だ
ら

う
と
思
ひ
ま
す
。（
42
）

こ
こ
で
輝
方
は
男
性
画
家
の
立
場
か
ら
、
女
性
に
は
美
人
画
以
外
の
作
画
は
む
か

な
い
と
語
る
。
さ
ら
に
、
芸
者
や
遊
女
と
い
う
複
雑
な
対
象
を
描
く
と
な
る
と
男
性

の
ほ
う
が
良
い
絵
を
描
く
と
述
べ
、
男
性
画
家
の
優
位
も
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
な
男
性
側
の
議
論
は
、
女
性
画
家
が
美
人
画
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
趣

旨
の
主
張
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
女
性
画
家
の
制
作
対
象
を
美
人
画
と
い
う
画
題

に
収
斂
さ
せ
た
と
も
い
え
る
。
女
性
が
男
性
像
で
は
な
く
女
性
像
を
描
く
こ
と
は
、

男
性
側
の
期
待
す
る
女
性
の
絵
画
制
作
の
範
疇
に
お
さ
ま
る
営
み
で
あ
り
、
女
性
画

家
は
、
美
し
い
女
性
を
描
く
美
人
画
、
と
い
う
枠
か
ら
飛
び
出
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
43
）。

さ
ら
に
池
田
輝
方
は
、
婦
人
雑
誌
以
外
で
も
、
次
の
よ
う
に
女
性
の
美
人
画
制
作

に
つ
い
て
説
い
た
。

娯
楽
的
に
趣
味
的
に
、
研
究
す
る
な
ら
兎
に
角
、
女
流
画
家
た
ら
ん
と
欲
し
て
、

立
た
ん
と
す
る
こ
と
は
、
余
り
好
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。（
中
略
）
多

く
は
余
芸
と
し
て
、
結
婚
さ
る
ヽ
ま
で
に
勉
強
さ
る
ヽ
の
で
、
女
流
画
家
と
し

て
立
つ
希
望
を
持
つ
た
方
は
、
当
方
へ
は
あ
ま
り
見
え
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
女
子

は
一
度
嫁
が
れ
て
家
庭
の
人
と
な
り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
に
追
は
れ
て
、

ど
ん
な
余
裕
の
あ
る
方
で
も
、
さ
う
絵
筆
を
持
つ
て
居
る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ

ん
か
ら
ね
。（
中
略
）
近
来
多
く
の
女
流
作
家
は
、
美
人
専
門
で
す
が
、
男
子

の
方
に
な
り
ま
す
と
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
り
て
研
究
す
る
の
で
、
ど
う
し
て

も
女
子
ほ
ど
進
境
が
捗
り
ま
せ
ぬ
。（
44
）

こ
こ
で
輝
方
が
女
性
た
ち
に
求
め
た
の
は
、
画
家
と
し
て
美
人
画
を
描
く
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
私
的
な
た
し
な
み
と
し
て
絵
を
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

輝
方
が
妻
の
蕉
園
と
と
も
に
指
導
し
た
弟
子
に
は
、
職
業
画
家
を
目
指
し
地
方
か
ら

上
京
し
た
よ
う
な
女
性
も
含
ま
れ
た
が
、
彼
女
た
ち
が
画
家
と
し
て
成
功
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
（
45
）。
美
人
画
制
作
は
、
画
家
と
し
て
立
身
す
る
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
余
芸
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
に
は
、
こ
の
よ
う
な
輝
方
の
指
導
環
境

も
反
映
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
女
性
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
家
庭
と
い
う
私
的
領
域
内
で

美
人
画
を
描
く
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
文
展
期
の
婦
人
雑
誌
に
お
い
て
、
男
性
有
識
者
に
よ
り
、
美
人
画
は
鑑
賞

の
み
な
ら
ず
、
制
作
対
象
と
し
て
も
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
を
示

し
た
。
一
方
で
、
そ
の
美
人
画
を
描
く
こ
と
も
、
あ
く
ま
で
家
庭
婦
人
の
範
疇
に
お
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さ
ま
る
た
し
な
み
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
女
性
に
よ
る
美
人
画
の
制
作
は
、

男
性
の
考
え
る
女
性
の
美
術
趣
味
、
美
術
受
容
を
逸
脱
し
な
い
営
み
で
あ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三　
『
婦
人
世
界
』
の
懸
賞
口
絵
に
よ
る
美
人
画
制
作
へ
の
誘
導

本
章
で
は
、『
婦
人
世
界
』
が
主
催
し
た
読
者
参
加
型
の
企
画
「
懸
賞
口
絵
」
が

美
人
画
の
投
稿
の
場
と
し
て
機
能
し
、
読
者
に
美
人
画
制
作
を
促
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
懸
賞
口
絵
は
女
性
読
者
に
口
絵
を
描
き
投
稿
す
る
こ
と
を
求
め
た
企
画

で
あ
り
、
そ
こ
で
一
等
当
選
と
な
っ
た
口
絵
に
は
、
女
性
像
ば
か
り
が
描
か
れ
た
。

以
下
で
は
、
こ
の
懸
賞
口
絵
を
検
証
し
、
婦
人
雑
誌
の
女
性
読
者
と
美
人
画
の
関
わ

り
の
一
側
面
を
示
し
た
い
。

『
婦
人
世
界
』
は
明
治
三
十
九
年
に
実
業
之
日
本
社
か
ら
創
刊
さ
れ
、
明
治
末
か

ら
大
正
初
期
に
か
け
て
最
も
人
気
の
あ
っ
た
婦
人
雑
誌
で
あ
る
（
46
）。
誌
面
は
良
妻

賢
母
主
義
が
強
く
、
編
集
顧
問
の
村
井
玄
斎
ら
に
よ
っ
て
家
庭
婦
人
た
る
女
性
た
ち

に
実
用
記
事
、
啓
蒙
記
事
が
提
供
さ
れ
た
。
創
刊
当
初
、
同
誌
は
巻
頭
の
口
絵
に
お

い
て
跡
見
花
蹊
ら
日
本
画
家
に
よ
る
花
鳥
画
、
あ
る
い
は
中
澤
弘
光
ら
洋
画
家
の
描

く
女
性
像
や
風
景
画
な
ど
を
紹
介
し
、
彼
ら
に
よ
る
「
絵
手
本
」
と
題
さ
れ
た
口
絵

も
掲
載
し
た
（
47
）。
つ
ま
り
口
絵
を
教
材
と
し
て
読
者
が
絵
を
描
く
と
想
定
し
た
の

だ
ろ
う
。

懸
賞
口
絵
の
企
画
は
明
治
四
十
一
年
九
月
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
同
企
画
は
、
編
集

部
か
ら
出
さ
れ
た
お
題
に
沿
っ
て
読
者
が
口
絵
を
描
き
投
稿
し
、
一
等
に
選
出
さ
れ

た
場
合
は
賞
金
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
口
絵
が
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
（
48
）。
懸
賞
口
絵
の
他
に
も
、
同
誌
で
は
、
俳
句
や
習
字
、
夕
飯
の
献
立

の
ア
イ
デ
ア
を
募
る
も
の
な
ど
、
読
者
参
加
型
の
企
画
が
複
数
実
施
さ
れ
た
。
懸
賞

口
絵
の
掲
載
期
間
は
明
治
四
十
四
年
九
月
ま
で
の
約
三
年
間
で
、
明
治
四
十
四
年
一

月
に
表
紙
絵
の
懸
賞
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
発
展
的
に
解
消
し
た
（
49
）。
表
紙

絵
の
懸
賞
は
男
女
問
わ
ず
投
稿
者
が
募
集
さ
れ
、
一
年
間
で
終
了
し
た
。

懸
賞
口
絵
で
は
、
描
く
モ
チ
ー
フ
を
問
わ
ず
口
絵
が
募
集
さ
れ
た
が
、
前
述
の
と

お
り
、
一
等
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
口
絵
は
女
性
像
を
描
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

第
一
回
懸
賞
口
絵
の
投
稿
案
内
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

来
る
九
月
か
ら
口
絵
と
し
て
、
読
者
諸
姉
の
筆
に
な
る
絵
画
を
掲
げ
た
い
と
思

ひ
ま
す
。
本
誌
本
月
の
口
絵
の
う
ち
に
、
島
守
寒
光
氏
の
『
緑
蔭
』
と
い
ふ
絵

が
あ
る
で
せ
う
。
あ
あ
い
ふ
風
な
絵
を
一
色
で
書
い
て
編
集
局
へ
お
送
り
下
さ

い
。
寸
法
は
、
タ
テ
五
寸
五
分
、
ヨ
コ
三
寸
三
分
、
一
等
当
選
の
分
は
口
絵
に

し
ま
す
。
二
等
三
等
当
選
の
方
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
を
送
り
ま
す
。
人
物
風
景

花
鳥
何
で
も
よ
ろ
し
い
。（
50
）

こ
こ
で
参
考
に
例
示
さ
れ
た
島
守
寒
光
の
「
緑
蔭
」（
挿
図
4
）
に
は
読
書
す
る

女
性
が
描
か
れ
て
お
り
、
モ
チ
ー
フ
は
問
わ
な
い
と
記
し
な
が
ら
も
、
女
性
像
を
描

い
た
口
絵
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
島
守
寒
光
は
雑
誌
の
挿
絵
、

口
絵
、
表
紙
絵
を
多
数
手
掛
け
た
男
性
画
家
で
、『
婦
人
世
界
』
に
女
性
像
を
多
く

挿図 4　島守寒光「緑蔭」 
（『婦人世界』3巻 9号、明治 41年 8月）
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描
い
た
。
実
際
に
第
一
回
の
懸
賞
口
絵
で
一
等
と
な
っ
た
恩
田
久
子
の
「
磯
の
松
風
」

（
挿
図
5
）
に
は
、
浜
辺
の
女
性
が
遠
く
帆
を
張
る
ヨ
ッ
ト
を
眺
め
て
い
る
様
子
が

描
か
れ
て
お
り
、「
緑
蔭
」
を
踏
襲
し
、
女
性
像
が
単
身
で
表
さ
れ
た
。

第
二
回
以
降
の
課
題
の
告
知
に
お
い
て
も
、
女
性
像
を
描
く
よ
う
に
、
と
い
う
直

接
的
な
指
示
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
三
年
間
続
い
た
懸
賞
口
絵
の
一
等
に
選
ば
れ

た
作
品
は
、
課
題
の
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
女
性
が
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
第
二
十
回
「
藤
」
や
、
第
三
十
一
回
「
鳥
」
と
い
っ
た
、
女
性
像
を
直
接

連
想
さ
せ
な
い
課
題
に
お
い
て
も
、必
ず
女
性
の
姿
は
描
か
れ
た
（
表
2
、挿
図
6
）。

こ
の
懸
賞
口
絵
に
お
け
る
女
性
像
へ
の
偏
重
は
、
女
性
を
読
者
と
す
る
雑
誌
な
ら

で
は
の
現
象
で
あ
っ
た
（
51
）。
そ
も
そ
も
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
文
芸
誌
、
少
年
誌

な
ど
で
読
者
が
絵
を
投
稿
す
る
企
画
が
始
ま
り
、
雑
誌
の
美
術
系
の
投
稿
欄
は
、
画

家
を
目
指
す
若
者
た
ち
の
腕
試
し
と
小
遣
い
稼
ぎ
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
五
十
殿
利

治
氏
に
よ
っ
て
、
文
芸
誌
『
文
章
世
界
』
の
投
稿
画
が
募
集
さ
れ
る
際
に
は
、
風
俗

と
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
く
よ
う
に
規
則
が
作
ら
れ
、
創
刊
当
初
は
風
景
画
の
応
募

が
多
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
52
）、
女
性
向
け
の
雑
誌
以
外

で
は
、
女
性
像
ば
か
り
が
投
稿
さ
れ
る
傾
向
に
は
な
か
っ
た
。

挿図 5　恩田久子「磯の松風」 
（『婦人世界』3巻 10号、明治 41年 9月）

挿図 6　根岸百合子「鳥」 
（『婦人世界』6巻 6号、明治 44年 5月）

表 2　『婦人世界』懸賞口絵課題一覧

1回 磯松風 19回 花を手折る人

2回 月見 20回 藤

3回 天長節 21回 読書

4回 冬仕度 22回 川辺の涼み

5回 元日 23回 海辺の散歩

6回 梅見 24回 窓の月

7回 雛祭 25回 庭の芙蓉花

8回 桜狩 26回 裁縫

9回 洗濯 27回 初雪

10回 初夏 28回 春霞

11回 緑蔭の読書 29回 摘草

12回 納涼 30回 汐干狩

13回 虫を聴く婦人 31回 鳥

14回 姉と妹の菊見 32回 夕月

15回 小春日の張物 33回 赤い花

16回 煤掃き 34回 温泉宿

17回 鶯に餌をやる人 35回 母と子

18回 春雨
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『
婦
人
世
界
』
の
懸
賞
口
絵
の
一
等
と
し
て
、
女
性
の
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
美

人
画
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
読
者
の
女
性
た
ち
は
、
女
性
が
女
性
像
を
描
く

こ
と
を
模
範
的
な
営
み
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
婦

人
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
口
絵
は
「
絵
手
本
」
の
教
材
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
懸
賞
口
絵
も
同
様
に
、
読
者
が
絵
を
描
く
際
の
手
本
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

懸
賞
口
絵
の
教
育
的
性
格
は
、
選
者
か
ら
投
稿
者
に
対
し
て
、
作
画
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
三
回
に
一
等
当
選
し
た
恩
田

久
子
の
口
絵
「
天
長
節
」（
挿
図
7
）
は
雑
誌
の
巻
末
の
「
口
絵
当
選
披
露
」
と
い

う
欄
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
る
。

（
一
）
課
題
を
よ
く
あ
ら
は
し
得
て
居
る
図
案
的
の
面
白
い
構
図
で
す
。

（
二
）
二
色
の
画
と
し
て
は
濃
淡
の
具
合
や
賑
や
か
さ
も
充
分
で
す
。

（
三
） 

局
部
に
は
多
少
難
が
な
い
と
は
い
は
れ
ま
せ
ん
。
頭
髪
、
右
手
、
菊
花

な
ど
、
ま
だ
御
研
究
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
う
。

（
四
） 

こ
の
や
う
な
画
は
程
度
次
第
で
動
も
す
れ
ば
広
告
図
案
の
や
う
な
も
の

に
な
る
虞
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
御
承
知
く
だ
さ
い
。（
53
）

こ
の
よ
う
に
、
当
選
し
た
口
絵
を
見
本
に
、
描
き
方
の
指
導
が
な
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
講
評
の
対
象
は
入
選
作
品
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
読
者
が

応
募
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
企
画
の
性
質
上
、
一
種
の
通
信
教
育
の
よ
う
で
あ
っ
た

と
も
い
え
る
。
懸
賞
口
絵
の
募
集
開
始
当
初
の
選
者
や
評
者
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
が
、明
治
四
十
四
年
二
月
よ
り
、選
者
と
し
て
川
面
義
雄
の
名
が
記
さ
れ
た
（
54
）。

川
面
は
東
京
美
術
学
校
で
日
本
画
を
学
び
、
卒
業
後
は
審
美
書
院
に
お
い
て
復
刻
模

写
の
技
術
者
と
し
て
勤
務
し
た
が
、
同
時
に
実
業
之
日
本
社
の
発
行
誌
に
口
絵
、
挿

絵
を
描
い
た
（
55
）。『
婦
人
世
界
』
に
は
明
治
三
十
九
年
六
月
よ
り
川
面
の
口
絵
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
懸
賞
の
当
選
者
は
、
実
際
に
誌
面
に
口
絵
を
描
い
て
い
る
プ
ロ

の
画
家
に
自
身
の
絵
を
評
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

懸
賞
口
絵
は
読
者
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
第
一
回
の
受
賞
者
に

対
し
、
雑
誌
の
読
者
投
稿
欄
に
「
大
和
の
恩
田
久
子
様
、
あ
な
た
は
ほ
ん
と
う
に
絵

が
お
上
手
で
す
ね
。
私
は
絵
が
大
好
き
で
す
か
ら
、
第
二
回
の
月
見
の
絵
は
ど
ん
な

の
が
出
る
か
、
楽
み
に
待
つ
て
を
り
ま
す
よ
」（
56
）
と
感
想
を
伝
え
る
投
書
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、
描
き
手
の
女
性
に
対
す
る
、
読
者
か
ら
の
好
意
的
な
意
見
が
誌
面
に

た
び
た
び
掲
載
さ
れ
た
。

懸
賞
口
絵
や
投
稿
者
へ
の
注
目
が
高
ま
る
な
か
、
描
き
手
の
な
か
に
女
性
の
名
を

騙
っ
た
男
性
が
い
る
、
と
い
う
告
発
が
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え

ば
、
第
三
回
の
一
等
入
選
の
恩
田
久
子
に
つ
い
て
、
読
者
か
ら
の
次
の
よ
う
な
投
書

が
掲
載
さ
れ
た
。

口
絵
の
お
上
手
な
恩
田
久
子
様
、
あ
の
方
は
男
子
な
の
で
す
よ
。
御
本
人
は
恩

田
節
園
と
い
ふ
画
師
で
久
子
様
と
は
奥
様
の
お
名
前
で
す
。
私
は
久
子
様
と
は

小
学
校
時
代
に
同
級
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
画
な
ど
お
書
き
に
な
る
方

挿図 7　恩田久子「天長節」 
（『婦人世界』3巻 13号、明治 41年 11月）
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で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
口
絵
の
絵
を
拝
見
し
ま
す
と
節
園
さ
ん
の
筆
法

ソ
ツ
ク
リ
で
す
。（
57
）

恩
田
節
園
は
、
鳥
取
県
出
身
の
男
性
の
画
家
で
あ
り
、
は
じ
め
四
条
派
を
学
ん
だ

が
、
の
ち
に
洋
画
に
転
じ
た
人
物
で
あ
る
（
58
）。
こ
の
投
書
以
降
、
恩
田
久
子
の
名

を
用
い
て
の
口
絵
の
投
稿
は
無
く
な
っ
て
お
り
、
本
告
発
が
誤
り
で
は
な
か
っ
た
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。

第
九
回
懸
賞
口
絵
の
一
等
当
選
者
の
玉
川
須
磨
子
に
対
し
て
も
、
彼
女
が
実
は
男

性
で
あ
る
と
い
う
内
容
の
投
書
が
な
さ
れ
た
。

五
月
号
の
口
絵
当
選
者
な
る
玉
川
須
磨
子
様
は
男
子
な
ん
で
す
よ
。
こ
の
前
も

梅
見
る
人
と
い
ふ
の
を
玉
川
し
げ
子
で
お
出
し
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
名
は
し

げ
を
様
と
申
し
ま
す
。（
59
）

玉
川
し
げ
子
は
第
六
回
懸
賞
口
絵
「
梅
見
る
人
」
に
お
い
て
一
等
当
選
し
た
投
稿

者
で
あ
る
。
こ
の
投
書
の
後
、
玉
川
須
磨
子
と
玉
川
し
げ
子
の
名
で
の
当
選
は
無
く

な
っ
た
が
、
同
誌
で
明
治
四
十
四
年
に
表
紙
絵
の
懸
賞
が
開
始
さ
れ
る
と
、
男
性
名

の
玉
川
し
げ
を
の
名
で
入
選
し
、
表
紙
絵
を
飾
る
人
物
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
表

紙
絵
の
懸
賞
は
、
編
集
側
が
懸
賞
口
絵
の
描
き
手
の
男
性
疑
惑
が
相
次
い
だ
こ
と
に

懲
り
た
か
ら
か
（
60
）、
あ
え
て
対
象
の
男
女
を
問
わ
ず
投
稿
が
募
集
さ
れ
た 

（
61
）。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
懸
賞
口
絵
に
女
性
名
で
投
稿
し
て
い
た
男
性
画
家
が
本
名
で
の

応
募
を
開
始
し
た
の
だ
ろ
う
。
表
紙
絵
の
懸
賞
で
は
男
性
の
当
選
数
が
半
数
以
上
を

占
め
た
（
62
）。

こ
の
よ
う
な
女
性
名
を
騙
っ
た
男
性
画
家
は
、
懸
賞
口
絵
の
当
選
者
に
多
数
含
ま

れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
63
）。
彼
ら
も
、
女
性
読
者
は
女
性
を
描
き
、
女
性
像
を

鑑
賞
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
婦
人
雑
誌
の
口
絵
に
ふ
さ
わ
し
い
と
美
人
画
を
投

稿
し
た
の
だ
ろ
う
。

懸
賞
口
絵
に
お
け
る
女
性
の
表
象
に
も
、
描
き
手
や
選
評
者
と
し
て
の
男
性
側
の

視
線
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
等
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
口
絵
に
は
、
家
事
を
す
る
女
性

の
姿
や
（
挿
図
8
）、
読
書
す
る
女
性
（
挿
図
9
）、
あ
る
い
は
音
楽
と
い
っ
た
芸
事

を
た
し
な
む
女
性
の
姿
な
ど
が
描
か
れ
た
（
挿
図
10
）。
恩
田
節
園
が
恩
田
久
子
の

名
で
投
稿
し
入
選
し
た
口
絵
に
も
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
（
挿
図
7
）。
こ
の
よ
う
に
、
懸
賞
口
絵
に
は
、
家
事
に
勤
し
む
女
性
、
あ
る
い

は
芸
事
を
た
し
な
む
教
養
あ
る
女
性
が
多
く
描
か
れ
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
男
性
が
主

宰
す
る
婦
人
雑
誌
が
掲
げ
た
、
良
妻
賢
母
主
義
に
基
づ
く
理
想
的
な
家
庭
婦
人
を
象

徴
す
る
姿
で
あ
っ
た
（
64
）。

以
上
、
本
章
で
は
、『
婦
人
世
界
』
の
懸
賞
口
絵
が
、
読
者
に
美
人
画
を
描
く
よ

う
促
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
こ
で
は
、
女
性
名
を
騙
っ
た
男
性
を
含
む
投
稿
者
に

よ
っ
て
、
家
事
や
芸
事
に
勤
し
む
女
性
の
姿
が
描
か
れ
た
。
懸
賞
口
絵
は
、
婦
人
雑

誌
の
掲
げ
た
理
想
の
家
庭
婦
人
像
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
女
性
読
者
に
普
及
す
る

場
と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

挿図 8　津田春子「冬支度」 
（『婦人世界』3巻 14号、明治 41年 12月）
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
文
展
期
に
お
い
て
婦
人
雑
誌
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
女
性
に
美

人
画
の
受
容
を
促
す
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
婦
人
雑
誌
は
女
性
が
美
人

画
を
鑑
賞
す
る
手
段
と
な
り
、
女
性
に
美
人
画
の
制
作
を
推
奨
し
、
ま
た
そ
の
鑑
賞

や
制
作
の
様
子
を
誌
面
で
発
信
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
女
性
と
美
人
画
を
結
び
つ

け
て
い
っ
た
。
な
お
、そ
の
美
人
画
の
鑑
賞
と
制
作
は
、あ
く
ま
で
た
し
な
み
と
し
て
、

家
庭
婦
人
の
営
み
の
範
疇
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
た
。
女
性
に
よ
る
美
人
画

の
受
容
は
、
婦
人
雑
誌
が
推
進
し
た
、
良
妻
賢
母
主
義
に
根
ざ
し
た
家
庭
婦
人
の
養

成
と
深
く
関
連
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
婦
人
雑
誌
に
よ
る
女
性
の
美
人
画
受
容
の
促
進
は
、
雑
誌
を
主
宰
す

る
側
で
あ
る
男
性
が
主
導
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
婦
人
画
報
』『
婦
人
世
界
』
は
、

前
述
の
よ
う
に
商
業
的
婦
人
雑
誌
と
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
寄
稿
者
や
記
者
と
し
て

の
女
性
は
存
在
す
る
が
、
雑
誌
の
主
宰
側
に
は
女
性
は
み
ら
れ
な
い
（
65
）。
本
稿
に

お
い
て
、
女
性
の
美
人
画
受
容
を
促
進
し
た
人
物
の
例
と
し
て
挙
げ
た
の
も
、
浮
世

絵
研
究
者
の
藤
懸
静
也
、
画
家
の
池
田
輝
方
な
ど
、
主
に
男
性
論
者
で
あ
り
、
彼
ら

は
知
識
人
の
立
場
か
ら
女
性
に
美
人
画
の
鑑
賞
や
制
作
を
促
し
た
。
婦
人
雑
誌
が
美

人
画
受
容
を
促
進
し
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
が
美
人
画
を
手
段
と
し
て
美
術
に
接
近

し
、
美
術
趣
味
を
涵
養
し
た
と
も
い
え
る
が
、
婦
人
雑
誌
を
主
導
す
る
男
性
た
ち

に
よ
っ
て
、
美
術
の
な
か
の
美
人
画
と
い
う
枠
に
女
性
が
囲
い
込
ま
れ
た
と
も
い
え

る
（
66
）。

し
か
し
な
が
ら
、
婦
人
雑
誌
に
よ
る
美
人
画
受
容
の
普
及
が
、
男
性
側
か
ら
の
一

方
的
な
提
供
で
あ
り
、
女
性
た
ち
の
意
志
に
反
す
る
も
の
だ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な

い
。
今
田
絵
里
香
氏
は
、近
代
日
本
に
お
け
る
少
年
・
少
女
雑
誌
を
分
析
す
る
な
か
で
、

雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
現
実
と
同
一
の
状
況
を
映
し
出
す
も
の
で
は
な
い
が
、
読

者
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
規
範
を
読
者
に
示
す
だ
け
の
も
の
で
も

な
く
、
か
と
い
っ
て
読
者
の
欲
望
の
み
を
反
映
し
た
も
の
で
も
な
い
、
と
論
じ
、
雑

誌
と
読
者
と
の
相
互
の
関
係
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
67
）。
婦
人
雑
誌
に
よ
る
美
人
画

挿図 9　澤畑さく子「緑蔭の読書」 
（『婦人世界』4巻 7号、明治 42年 8月）

挿図 10　進藤くら子「春雨」 
（『婦人世界』5巻 3号、明治 43年 3月）
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受
容
の
促
進
も
、
男
性
側
の
一
方
的
な
意
図
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
女
性

読
者
の
関
心
に
応
え
る
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
以
上
の
考
察
は
、
商
業
用
の
婦
人
雑
誌
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
美

人
画
と
女
性
向
け
メ
デ
ィ
ア
の
関
わ
り
の
一
側
面
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
展
期
に
発
行
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
に
は
、
商
業
用
だ
け

で
は
な
く
、
婦
人
の
改
良
論
的
啓
蒙
誌
、
各
種
団
体
の
機
関
誌
が
存
在
す
る
（
68
）。

今
後
は
そ
れ
ら
も
視
野
に
い
れ
、
婦
人
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
女
性
の
美

人
画
受
容
と
関
連
し
た
の
か
、
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

図
版
出
典

挿
図
1
〜
3
、 『
婦
人
画
報
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
臨
川
書
店
、
平
成
十
六
年
）

挿
図
4
〜
10
、『
婦
人
世
界
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
（
臨
川
書
店
、
平
成
六
年
）

注（
1
） 

少
女
雑
誌
が
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
の
文
化
受
容
の
場
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
本
田
和
子『
女
学
生
の
系
譜
―
彩
色
さ
れ
る
明
治
』（
青
土
社
、平
成
二
年
）、

今
田
絵
里
香
『「
少
女
」
の
社
会
史
』（
勁
草
書
房
、
平
成
十
九
年
）、
今
田
絵

里
香
『「
少
年
」「
少
女
」
の
誕
生
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
令
和
元
年
）
な
ど

で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
婦
人
雑
誌
に
関
し
て
も
、
川
村
邦
光
『
オ
ト
メ
の
祈
り

―
近
代
女
性
イ
メ
ー
ジ
の
誕
生
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、
平
成
五
年
）、
渡
部
周
子

『〈
少
女
〉
像
の
誕
生
―
近
代
日
本
に
お
け
る
「
少
女
」
規
範
の
形
成
』（
新
泉
社
、

平
成
十
九
年
）
な
ど
に
お
い
て
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
、
雑
誌
が
女
性
読
者
に

対
し
て
与
え
た
文
化
的
影
響
と
そ
の
社
会
背
景
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

文
展
各
回
に
お
け
る
美
人
画
出
品
数
に
つ
い
て
は
、
鶴
田
汀
「
文
展
と
美
人
画
」

（「
美
人
画
の
誕
生
」
展
図
録
、
山
種
美
術
館
、
平
成
九
年
）
が
詳
細
に
分
析
し

て
お
り
、
例
え
ば
、
第
一
回
、
二
回
文
展
に
比
し
て
、
第
八
回
文
展
は
美
人
画

の
出
品
数
が
三
倍
以
上
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

（
3
） 

文
展
開
催
時
期
に
お
け
る
美
人
画
人
気
の
隆
盛
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
2
）、

鶴
田
ほ
か
以
下
に
詳
し
い
。
濱
中
真
治
「
美
人
画
の
誕
生
、そ
し
て
幻
影
」（「
美

人
画
の
誕
生
」
展
図
録
、
山
種
美
術
館
、
平
成
九
年
）、
伊
藤
た
ま
き
「
第
九

回
文
展
の
第
三
室
（
美
人
画
室
）
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
筑
波
大
学　

芸
術
学

研
究
』
七
、
平
成
十
五
年
）、
田
中
圭
子
「
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
お
け
る
美

人
画
様
式
の
変
遷
に
関
す
る
考
察
―
第
九
回
文
展
美
人
画
室
論
争
か
ら
み
え
る

も
の
」（『C

ore 
E

thics

』
一
、
平
成
十
七
年
）、
児
島
薫
「
文
展
開
設
の
前
後

に
お
け
る
「
美
人
」
の
表
現
の
変
容
に
つ
い
て
」『
近
代
画
説
』
十
六
、
平
成

十
九
年
）、
角
田
拓
朗
「
美
人
画
か
ら
風
俗
画
へ
―
鏑
木
清
方
の
官
展
再
生
論
」

（『
近
代
画
説
』
十
六
、
平
成
十
九
年
）、
中
野
慎
之
「
美
人
画
室
再
考
―
美
人

画
家
の
評
価
と
表
現
」（『
近
代
画
説
』
二
十
七
、
平
成
三
十
年
）、
伊
藤
た
ま

き
「
第
九
回
文
展
の
前
と
後
―
「
美
人
画
」
を
め
ぐ
る
諸
相
」（
五
味
俊
晶
編
『
栗

原
玉
葉
』
長
崎
文
献
社
、
平
成
三
十
年
）。

（
4
） 

山
本
由
梨
「
婦
人
雑
誌
に
み
る
文
展
美
人
画
の
女
性
受
容
者
―
鑑
賞
・
美
容
・

制
作
」『
美
人
画
の
諸
相
―
浮
世
絵
・
団
体
・
メ
デ
ィ
ア
「
浮
世
絵
・
挿
絵
系

出
身
の
日
本
画
研
究
団
体
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
」
関
連
研
究
成
果
報
告

書
』
篠
原
聡
、平
成
二
十
八
年
。
児
島
薫
氏
も
、文
展
に
お
け
る
女
性
の
観
衆
が
、

文
展
の
美
人
画
人
気
を
支
え
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（「
美
人
画
は
だ

れ
の
た
め
？
大
正
か
ら
昭
和
初
期
を
中
心
に
」『
紫
陽
花　

美
人
画
研
究
会
誌
』

別
冊
、
令
和
五
年
）。

（
5
） A

B
C

「
美
人
画
評
判
記
」『
女
学
世
界
』
十
一
巻
十
五
号
、
明
治
四
十
五
年

十
一
月
、
二
三
〜
三
二
頁
。
う
づ
ま
き
「
文
展
の
う
は
さ　

美
人
画
の
評
判
記
」

『
女
学
世
界
』
十
二
巻
十
五
号
、
大
正
元
年
十
一
月
、
一
四
九
〜
一
五
二
頁
。

（
6
） 

清
水
勘
一
「
文
展
を
観
る
婦
人
」『
婦
人
画
報
』
一
四
一
号
、大
正
六
年
十
二
月
、

四
四
〜
四
五
頁
。

（
7
） 

文
展
の
第
四
、五
、七
、八
、九
、十
一
回
に
お
い
て
は
、
文
展
日
本
画
部
に
入
選

し
た
女
性
画
家
の
全
員
が
女
性
像
を
描
い
て
い
る
。

（
8
） 

例
え
ば
、
上
村
松
園
は
『
婦
人
画
報
』
掲
載
の
澤
田
撫
松
「
閨
秀
画
家
上
邨
松

園
女
史
」（『
婦
人
画
報
』
八
号
、
明
治
四
十
一
年
二
月
、
一
六
〜
二
二
頁
）
と

題
し
た
記
事
な
ど
に
お
い
て
そ
の
画
業
と
生
い
立
ち
が
語
ら
れ
、
人
物
像
が
詳

細
に
読
者
に
伝
え
ら
れ
た
。
婦
人
雑
誌
に
は
、
池
田
蕉
園
、
栗
原
玉
葉
、
伊
藤

小
坡
、
河
崎
蘭
香
、
歌
川
若
菜
な
ど
文
展
に
出
品
し
た
女
性
画
家
の
肖
像
写
真

が
掲
載
さ
れ
、
彼
女
た
ち
は
画
業
や
生
い
立
ち
、
私
生
活
ま
で
を
誌
面
で
雄
弁

に
語
っ
た
。
ま
た
、「
女
画
家
の
裏
面
」（『
婦
人
世
界
』
六
巻
十
一
号
、
明
治

四
十
四
年
十
月
、
七
七
〜
七
九
頁
）
と
題
し
た
記
事
で
彼
女
た
ち
の
噂
話
が
綴

ら
れ
る
な
ど
、
職
業
婦
人
と
し
て
の
女
性
画
家
を
揶
揄
す
る
動
き
も
み
ら
れ
、
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文
展
が
盛
り
上
が
る
な
か
で
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
9
） 『
婦
人
世
界
』
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
（
臨
川
書
店
、
平
成
六
年
）、『
婦
人

画
報
』
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
（
国
立
国
会
図
書
館
、
平
成
十
一
年
）、

D
V

D
-R

O
M

版
（
臨
川
書
店
、
平
成
十
六
年
）
で
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
原

書
に
つ
い
て
は
一
般
財
団
法
人
石
川
武
美
記
念
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
し
た
。

（
10
） 

三
鬼
浩
子
氏
は
、
高
等
女
学
校
令
の
公
布
に
よ
る
女
子
中
等
教
育
の
普
及
を
背

景
に
女
性
の
雑
誌
読
者
層
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
三
十
年
代
よ
り

商
業
的
婦
人
雑
誌
が
相
次
い
で
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
女
学
世
界
』（
博
文
館
）、『
婦
人
界
』（
金
港
堂
）、

『
婦
人
画
報
』（
近
事
画
報
社
）、『
婦
人
世
界
』（
実
業
之
日
本
社
）、『
婦
人
く

ら
ぶ
』（
紫
明
社
）、『
婦
女
界
』（
同
文
館
）
を
挙
げ
て
い
る
（
三
鬼
浩
子
「
明

治
の
婦
人
雑
誌
を
た
ど
る
」
近
代
女
性
文
化
史
研
究
会
編
『
婦
人
雑
誌
の
夜
明

け
』
大
空
社
、
平
成
元
年
、
五
五
頁
）。
永
嶺
重
敏
氏
は
戦
前
期
に
お
け
る
女

性
の
読
者
調
査
の
結
果
を
も
と
に
「
大
正
前
期
ま
で
は
な
お
明
治
期
創
刊
雑
誌

の
力
が
強
く
、
そ
の
中
で
も
婦
人
雑
誌
の
原
型
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
『
婦
人

世
界
』
が
発
行
部
数
一
位
（
二
〇
万
〜
三
〇
万
）
を
誇
り
、そ
れ
に
対
抗
し
て
『
女

学
世
界
』
と
『
婦
女
界
』
の
両
誌
が
あ
り
、そ
の
他
『
婦
人
画
報
』『
婦
人
之
友
』

も
固
定
読
者
を
つ
か
ん
で
い
た
」と
述
べ
る（
永
嶺
重
敏『
雑
誌
と
読
者
の
近
代
』

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
平
成
九
年
、
一
八
四
頁
）。
三
鬼
氏
、
永

嶺
氏
が
こ
こ
で
挙
げ
た
雑
誌
の
う
ち
、
文
展
開
催
時
期
を
通
じ
て
刊
行
さ
れ
た

の
は
、『
女
学
世
界
』『
婦
人
画
報
』『
婦
人
世
界
』
の
み
で
あ
る
。

（
11
） 

美
術
を
趣
味
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
「
美
術
趣
味
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
た
。

高
橋
律
子
氏
に
よ
る
と
、「
美
術
趣
味
」
は
明
治
四
十
年
頃
に
「
趣
味
」
の
習

得
が
奨
励
さ
れ
る
な
か
で
使
用
さ
れ
、美
術
を
「
見
る
こ
と
」、「
描
く
こ
と
」、「
語

る
こ
と
」
の
三
つ
を
未
分
化
に
し
な
が
ら
成
立
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
（
高
橋
律

子
『
竹
久
夢
二　

社
会
現
象
と
し
て
の
〈
夢
二
式
〉』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
平
成

二
十
二
年
、
四
九
〜
七
九
頁
）。

（
12
） 『
婦
人
画
報
』
の
経
緯
に
つ
い
て
は
黒
岩
比
佐
子
『
編
集
者　

国
木
田
独
歩
の

時
代
』（
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
十
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
13
） 『
読
売
新
聞
』
は
、
明
治
四
十
四
年
の
初
刷
雑
誌
の
売
行
き
を
新
橋
の
書
店
、
新

橋
堂
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、「
婦
人
も
の
で
は
『
婦
人
世
界
』『
女
学
世
界
』『
婦

人
画
報
』」
が
最
も
売
れ
行
き
が
良
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
報
じ
た
（『
読
売

新
聞
』
明
治
四
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
、
三
面
）。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年

の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
、
神
田
の
東
京
堂
、
新
橋
の
新
橋
堂
な
ど
の
書
店

の
調
査
の
結
果
、「
雑
誌
で
は
「
婦
人
世
界
」、
画
報
で
は
「
婦
人
画
報
」
が
、

今
の
所
一
番
多
く
売
れ
る
由
（
中
略
）
東
京
市
内
に
於
け
る
売
行
の
順
序
は
、

左
の
如
く　

婦
人
世
界　

女
学
世
界　

婦
人
画
報　

婦
女
界　

少
女
世
界
（
後

略
）」
と
報
じ
ら
れ
た
（「
現
代
の
女
学
生
（
十
二
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治

四
十
四
年
四
月
十
二
日
、
六
面
）。
な
お
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
『
婦
人

画
報
』の
正
確
な
発
行
部
数
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
報
道
に
よ
り
、

同
誌
が
多
数
の
読
者
を
持
ち
、
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
14
） 

近
事
画
報
社
で
は
、
小
山
正
太
郎
と
そ
の
門
下
の
画
家
た
ち
が
『
戦
時
画
報
』

の
従
軍
画
家
や
下
絵
の
担
当
画
家
を
務
め
た
。
日
露
戦
争
が
終
わ
る
と
小
山
正

太
郎
は
退
き
、
門
下
の
小
杉
未
醒
や
満
谷
国
四
郎
が
残
り
、『
婦
人
画
報
』
に

も
携
わ
っ
て
表
紙
や
口
絵
を
描
き
、
美
術
の
解
説
記
事
を
執
筆
し
た
（
小
杉
未

醒
「
婦
人
画
報
と
創
刊
者
国
木
田
独
歩
」『
婦
人
画
報
』
四
六
二
号
、
昭
和
十
七

年
八
月
、
八
六
〜
八
七
頁
）。

（
15
） 

創
刊
号
（『
婦
人
画
報
』
一
巻
一
号
、
明
治
三
十
八
年
七
月
）
で
は
東
京
女
学

館
に
通
う
女
学
生
に
よ
る
絵
画
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
女
性
像
を
描

い
た
も
の
は
な
く
、
花
鳥
、
静
物
、
風
景
画
の
み
で
あ
っ
た
。

（
16
） 

例
え
ば
、『
婦
人
画
報
』
一
巻
四
号
（
明
治
三
十
八
年
十
月
）
で
は
、
野
口
小

蘋
の
画
室
に
お
け
る
肖
像
写
真
と
、
小
蘋
が
描
い
た
作
品
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
創
刊
当
初
は
主
に
花
鳥
画
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
17
） 

大
正
三
年
か
ら
は
、
ほ
ぼ
毎
号
の
巻
頭
に
、
上
村
松
園
、
鏑
木
清
方
、
河
崎
蘭
香
、

栗
原
玉
葉
、
島
成
園
、
池
田
蕉
園
、
池
田
輝
方
と
い
っ
た
、
文
展
で
美
人
画
を

描
い
た
画
家
の
手
が
け
た
美
人
画
口
絵
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
18
） 

藤
懸
静
也
『
浮
世
絵
の
研
究　

上
・
中
・
下
』
雄
山
閣
、
昭
和
十
八
年
。

（
19
） 

同
誌
は
明
治
四
十
年
よ
り
東
京
社
が
発
行
元
と
な
る
。
東
京
社
は
、
編
集
者
の

鷹
見
久
太
郎
が
興
し
た
出
版
社
で
あ
る
が
、
鷹
見
と
藤
懸
は
姻
戚
関
係
に
あ
り
、

藤
懸
が
『
婦
人
画
報
』
の
執
筆
を
開
始
し
た
の
は
そ
の
縁
が
関
係
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
藤
懸
の
著
作
目
録
や
自
叙
伝
（
藤
懸
静
也
『
藤
懸
静
也

作
画
著
述
目
録
・
自
叙
傅
』
藤
懸
静
也
、
昭
和
二
十
六
年
）
に
お
い
て
、
婦
人

雑
誌
に
関
わ
っ
た
事
実
は
示
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
本
稿
で
は
、
藤
懸
の
『
婦
人
画
報
』
に
お
け
る
精
力
的
な
執
筆
活
動
は

女
性
読
者
に
美
術
と
の
接
点
を
提
供
し
た
重
要
な
活
動
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
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た
い
。

（
20
） 

執
筆
開
始
時
は
「
在
文
科
大
学
」
の
肩
書
き
を
名
乗
っ
た
。
の
ち
「
文
学
士
」

の
肩
書
き
に
移
行
す
る
。

（
21
） 
藤
懸
の
職
歴
に
つ
い
て
は
『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和
三
十
四
年
版
（
東
京
文
化

財
研
究
所
、
昭
和
三
十
五
年
、
一
五
二
〜
一
五
三
頁
）
に
よ
る
。

（
22
） 

野
口
小
蘋
や
奥
原
晴
湖
を
紹
介
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
文
展
紹
介
記
事
で
は

美
人
画
を
描
く
女
性
画
家
を
多
く
と
り
あ
げ
た
。
男
性
画
家
を
紹
介
す
る
場
合

に
も
、
鏑
木
清
方
、
池
田
輝
方
な
ど
美
人
画
を
描
く
画
家
に
主
に
言
及
し
た
。

（
23
） 

藤
懸
静
也
「
文
部
省
展
覧
会
に
於
け
る
閨
秀
画
家
の
作
品
」『
婦
人
画
報
』

六
十
二
号
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
、
八
四
〜
八
六
頁
。
な
お
、
本
稿
の
引
用

箇
所
は
、
原
則
、
旧
字
体
を
現
行
の
常
用
漢
字
に
改
め
て
い
る
。

（
24
） 

藤
懸
静
也
「
雛
遊
」『
婦
人
画
報
』
五
十
三
号
、明
治
四
十
四
年
三
月
、五
六
頁
。

（
25
） 

近
代
日
本
に
お
け
る
「
趣
味
」
の
普
及
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
神
野
由
紀
『
趣

味
の
誕
生
』（
勁
草
書
房
、
平
成
六
年
）、
歌
川
光
一
『
女
子
の
た
し
な
み
と
日

本
近
代
―
音
楽
文
化
に
み
る
「
趣
味
」
の
受
容
』（
勁
草
書
房
、平
成
三
十
一
年
）

に
多
く
を
拠
っ
た
。
歌
川
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
今
日
に
お
い
て
趣
味
は
「
お

も
む
き
」「taste

」「hobby

」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
が
、
楽
し
む
べ
き
娯
楽

「hobby

」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
の
は
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
で
、
戦
前
期
の

「
趣
味
」
の
主
な
用
法
は
「
お
も
む
き
」
と
、
も
の
ご
と
の
あ
じ
わ
い
を
感
じ

と
る
力
「taste

」
の
二
つ
で
あ
っ
た
（
二
〜
三
頁
）。

（
26
） 

五
十
殿
利
治
氏
は
美
術
趣
味
の
普
及
の
過
程
に
つ
い
て
分
析
し
て
お
り
、
文
展

を
は
じ
め
と
す
る
展
覧
会
に
お
い
て
美
術
の
観
衆
が
現
れ
た
こ
と
や
、
雑
誌
を

介
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
美
術
愛
好
家
の
出
現
を
指
摘
し
て
い
る
（
五
十
殿
利
治

『
観
衆
の
成
立
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
二
十
年
）。
ほ
か
、
文
展
期
に
お
い

て
大
衆
が
美
術
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
る
経
緯
に
つ
い
て
は
日
比
嘉
高
「
絵

の
様
な
人
も
交
り
て
展
覧
会
―
文
学
関
連
資
料
か
ら
読
む
文
展
開
設
期
の
観
衆

た
ち
」（『
美
術
展
覧
会
と
近
代
観
衆
の
形
成
に
つ
い
て
』
平
成
十
一
〜
十
三
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
萌
芽
的
研
究
）
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
十
四
年
）

に
詳
し
い
。

（
27
） 

藤
懸
静
也
「
絵
画
の
鑑
賞
と
美
的
趣
味
の
養
成
」『
婦
人
画
報
』
五
十
八
号
、
明

治
四
十
四
年
七
月
、
六
五
頁
。

（
28
） 

日
露
戦
争
後
、
芸
事
を
た
し
な
み
趣
味
を
養
う
こ
と
が
、
理
想
的
な
家
庭
婦
人

と
な
る
た
め
の
手
段
と
し
て
再
定
位
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
婦
人
雑
誌
に
よ
る

趣
味
の
修
養
の
促
進
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
音
楽
を
事
例
に
、
前
掲

注
（
25
）、
歌
川
、
六
五
〜
九
八
頁
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
29
） 

山
崎
明
子
氏
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
よ
る
近
代
日
本
に
お
け
る
美
術
教
育

の
枠
組
み
の
検
討
―
「
女
子
の
美
術
教
育
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
大
学
美
術
教
育
学
会
誌
』
三
十
八
、
平
成
十
八
年
）
に
お
い
て
、
女
子
教
育

制
度
が
整
備
さ
れ
る
な
か
で
、
良
妻
賢
母
主
義
の
も
と
、
良
き
母
、
良
き
妻
に

な
る
た
め
に
女
性
の
美
術
教
育
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
し
て
い
る
。

（
30
） 

藤
懸
静
也
「
婦
人
と
美
術
趣
味
」『
婦
人
画
報
』
一
三
〇
号
、
大
正
六
年
一
月
、

五
一
頁
。

（
31
） 

文
展
期
に
お
い
て
は
、「
浮
世
絵
に
あ
ら
わ
れ
た
る
婦
人
の
風
俗
」（『
婦
人
画
報
』

三
十
七
号
、
明
治
四
十
三
年
一
月
）、「
浮
世
絵
に
現
は
れ
た
る
美
人
」（『
婦
人

画
報
』
五
十
四
号
、明
治
四
十
四
年
四
月
）、「
美
人
の
標
準
は
ど
う
し
て
変
る
か
」

（『
婦
人
画
報
』
六
十
八
号
、
明
治
四
十
五
年
四
月
）
の
三
件
。

（
32
） 

藤
懸
静
也
「
美
人
の
標
準
は
ど
う
し
て
変
る
か
」『
婦
人
画
報
』
六
十
八
号
、
明

治
四
十
五
年
四
月
、
五
四
〜
五
六
頁
。

（
33
） 

幸
田
露
伴
「
美
人
の
い
ろ
い
ろ
」『
婦
人
画
報
』
五
十
八
号
、
明
治
四
十
四
年

七
月
、
一
三
〜
一
八
頁
。
婦
人
雑
誌
に
お
け
る
理
想
の
女
性
美
と
美
人
画
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
4
）、
山
本
に
詳
し
い
。

（
34
） 

例
え
ば
、
池
田
蕉
園
は
「
夕
暗
の
涼
し
い
女
姿
」（『
婦
人
画
報
』
九
十
九
号
、

大
正
三
年
八
月
、
二
八
〜
二
九
頁
）
な
ど
、
女
性
の
理
想
的
な
装
い
に
つ
い
て

婦
人
雑
誌
で
語
っ
た
。
制
作
の
う
え
で
自
身
が
画
中
の
女
性
に
求
め
た
美
し
さ

を
ふ
ま
え
、
理
想
の
女
性
美
の
在
り
方
を
婦
人
雑
誌
の
読
者
に
指
南
し
た
美
人

画
家
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
4
）、
山
本
に
詳
し
い
。
ま
た
、
大
正
末
期
か

ら
昭
和
期
に
か
け
て
、
美
人
画
を
描
く
画
家
が
理
想
の
女
性
像
を
婦
人
雑
誌
の

誌
上
で
語
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
西
由
里
「
昭
和
モ
ダ
ン
の
美
人
画
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
―
婦
人
雑
誌
の
画
家
と
き
も
の
の
関
係
」（『K

im
ono 

B
eauty

―
シ
ッ
ク
で
モ
ダ
ン
な
装
い
の
美　

江
戸
か
ら
昭
和
』
東
京
美
術
、
平
成

二
十
五
年
）
に
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
35
） 
前
掲
注
（
4
）、
山
本
。

（
36
） 「
令
嬢
と
絵
画
」『
婦
人
画
報
』
一
一
一
号
、
大
正
四
年
八
月
。

（
37
） 『
婦
人
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
令
嬢
た
ち
の
肖
像
写
真
が
花
嫁
候
補
の
見
本
と

し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
佐
藤
（
佐
久
間
）
り
か
「
写
真
と
女
性
―
新
し
い

視
覚
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
と
「
見
る
／
見
ら
れ
る
」
自
分
の
出
現
」（『
女
と
男
の



19219 総研大文化科学研究 第21号（2025）（ ）

時
空
「
日
本
女
性
史
再
考
」
九　

鬩
ぎ
合
う
男
と
女
―
近
代
（
上
）』
藤
原
書
店
、

平
成
十
二
年
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
嬢
の
肖
像
写
真
に
趣

味
や
稽
古
事
が
付
記
さ
れ
、
そ
の
師
が
一
流
の
著
名
人
で
あ
る
こ
と
が
彼
女
た

ち
の
教
養
の
豊
か
さ
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
津
上
智
実
「
明
治
大
正
期

の
『
婦
人
画
報
』（
一
九
〇
五
〜
一
九
二
六
）
に
見
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
倉
末
子

と
閨
秀
音
楽
家
た
ち
」（『
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
』
五
十
九
、平
成
二
十
四
年
）、

陳
含
露
「『
婦
人
画
報
』「
令
嬢
鑑
」
に
お
け
る
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
の
お
嬢

様
像
―
文
字
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
分
析
」（『
外
国
語
学
会
誌
』
四
十
五
巻
、
平
成

二
十
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
38
） 

川
村
文
芽
は
日
出
新
聞
の
美
術
記
者
で
あ
る
。
川
村
は
本
姓
で
、
本
名
は
猪
蔵
。

兄
弟
に
日
本
画
家
川
村
曼
舟
が
い
る
。
結
婚
後
は
姓
が
村
上
と
な
っ
た
が
、
川

村
の
名
で
も
活
動
し
た
。
川
村
文
芽
に
つ
い
て
は
島
田
康
寛
『
京
都
の
日
本
画　

近
代
の
揺
籃
』（
京
都
新
聞
社
、
平
成
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
39
） 

川
村
文
芽
「
東
西
両
京
の
閨
秀
画
家
」『
婦
人
世
界
』
八
巻
四
号
、
大
正
二
年

三
月
、
六
六
〜
七
一
頁
。

（
40
） 

河
崎
蘭
香
「
絵
画
に
於
け
る
女
の
畑
」『
女
学
世
界
』
八
巻
七
号
、
明
治
四
十
一

年
五
月
、
一
二
一
〜
一
二
二
頁
。

（
41
） 

榊
原
蕉
園
「
苦
心
の
中
に
楽
し
み
多
き
女
画
師
の
生
活
」『
婦
人
世
界
』
四
巻

十
二
号
、
明
治
四
十
二
年
十
月
、
一
一
七
頁
。
ほ
か
、
榊
原
蕉
園
「
姉
様
の
絵

を
画
く
の
が
好
き
だ
つ
た
私
の
少
女
時
代
」（『
少
女
の
友
』
四
巻
五
号
、
明
治

四
十
四
年
四
月
、
四
頁
）、
池
田
蕉
園
「
花
鳥
画
家
に
な
ら
な
ん
だ
理
由
」（『
美

術
之
日
本
』
五
巻
七
号
、
大
正
二
年
七
月
、
十
頁
）、
池
田
蕉
園
「
絵
を
習
ふ

婦
人
の
た
め
に
」（『
婦
人
世
界
』
九
巻
一
号
、
大
正
三
年
一
月
、
六
〇
頁
）
な

ど
に
お
い
て
も
同
様
の
趣
旨
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

（
42
） 「
幸
運
つ
づ
き
の
蕉
園
女
史
を
訪
ふ
」『
婦
人
世
界
』八
巻
一
号
、大
正
二
年
一
月
、

五
三
〜
五
四
頁
。

（
43
） 

児
島
薫
氏
は
、
男
性
が
与
え
た
領
域
内
で
の
女
性
の
自
由
の
な
か
で
美
人
画
が

描
か
れ
た
と
論
じ
て
い
る
（
前
掲
注
（
4
）、
児
島
）。

（
44
） 

池
田
輝
方
「
女
流
画
家
の
生
涯
」『
成
功
』
大
正
四
年
一
月
、
三
四
〜
三
五
頁
。

（
45
） 

た
ま
き
「
池
田
輝
方
を
追
憶
し
て
」『
婦
女
界
』
三
月
号
、
昭
和
四
年
三
月
、

二
五
九
〜
二
六
四
頁
。

（
46
） 『
実
業
之
日
本
社
百
年
史
』（
実
業
之
日
本
社
、
平
成
九
年
、
三
三
〜
三
八
頁
）

に
よ
る
と
、
明
治
四
十
年
に
は
年
間
六
十
七
万
一
五
〇
〇
部
、
明
治
四
十
二
年

に
は
百
二
十
九
万
九
五
〇
〇
部
と
高
い
発
行
部
数
を
誇
っ
た
。
同
書
ほ
か
、『
婦

人
世
界
』
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
1
）、
川
村
、
二
二
〜
二
九
頁
、
黒
岩
比
佐

子
『『
食
道
楽
』
の
人　

村
井
弦
斎
』（
岩
波
書
店
、
平
成
十
六
年
）
に
よ
る
。

（
47
） 『
婦
人
世
界
』
一
巻
二
号
（
明
治
三
十
九
年
二
月
）
に
は
跡
見
花
蹊
に
よ
る
「
梅

花
（
画
手
本
）」
と
中
澤
弘
光
に
よ
る
「
馥
郁
（
水
彩
画
手
本
）」
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
48
） 

二
等
三
等
の
投
稿
画
が
挿
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（『
婦
人
世
界
』

三
巻
十
号
、
明
治
四
十
一
年
九
月
、
五
七
頁
）。

（
49
） 

懸
賞
口
絵
は
表
紙
絵
の
募
集
が
開
始
さ
れ
て
も
し
ば
ら
く
続
行
し
た
が
、
明
治

四
十
四
年
九
月
の
六
巻
十
号
で
「
懸
賞
絵
画
当
選
披
露
」
と
突
然
に
名
を
変
え
、

一
等
と
二
等
に
入
選
し
た
絵
画
が
巻
末
に
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
懸
賞
絵
画
」
も
明
治
四
十
四
年
十
月
の
六
巻
十
一
号
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

（
50
） 『
婦
人
世
界
』
三
巻
九
号
、
明
治
四
十
一
年
八
月
、
七
二
頁
。

（
51
） 

川
西
由
里
氏
は
、
博
文
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
少
女
世
界
』
で
明
治
三
十
九
年

よ
り
懸
賞
絵
画
の
募
集
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
は
少
女
を
描
く
こ
と
を
前
提
に
課

題
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
川
西
由
里
「
少
女
が
見
る
美

少
女
の
夢
―
見
る
、
描
く
、
見
せ
る
」「
美
少
女
の
美
術
史
」
展
実
行
委
員
会

編
『
美
少
女
の
美
術
史　

浮
世
絵
か
ら
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
現
代
美
術
に
み

る
„
少
女
“
の
か
た
ち
』
青
幻
舎
、
平
成
二
十
六
年
）。

（
52
） 

文
芸
誌
、
少
年
誌
に
お
け
る
美
術
系
の
投
稿
欄
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
26
）、

五
十
殿
に
よ
る
。
風
景
画
が
多
く
投
稿
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
書

一
四
二
〜
一
五
八
頁
に
詳
し
い
。

（
53
） 「
第
三
回
懸
賞
口
絵
当
選
披
露
」『
婦
人
世
界
』
三
巻
十
三
号
、
明
治
四
十
一
年

十
一
月
、
九
六
頁
。

（
54
）「
懸
賞
口
絵
当
選
披
露
」『
婦
人
世
界
』
六
巻
二
号
、
明
治
四
十
四
年
二
月
、

一
四
二
頁
。

（
55
） 『
婦
人
世
界
』
の
み
な
ら
ず
、『
少
女
之
友
』
の
懸
賞
絵
画
の
選
者
で
も
あ
っ
た
。

川
面
義
雄
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、舟
橋
満
『
木
版
画
王　

川
面
義
雄
』（
舟
橋
満
、

昭
和
五
十
三
年
）、「
川
面
義
雄
」『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和
三
十
九
年
版
（
東

京
文
化
財
研
究
所
、
昭
和
四
十
年
、
一
三
五
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
56
） 「
通
信
」『
婦
人
世
界
』
三
巻
十
一
号
、
明
治
四
十
一
年
十
月
、
一
一
九
頁
。

（
57
） 「
通
信
」『
婦
人
世
界
』
三
巻
十
三
号
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月
、
一
三
二
頁
。

（
58
） 

明
治
十
二
年
に
鳥
取
県
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
日
本
画
を
学
ん
だ
が
、
明
治

四
十
一
年
に
関
西
美
術
院
に
入
り
洋
画
を
学
ん
だ
（
島
田
康
寛
編
『
近
代
の
美
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術　

四
十
九　

明
治
の
京
都
洋
画
』、
至
文
堂
、
昭
和
五
十
三
年
、
九
三
頁
）。

（
59
） 「
通
信
」『
婦
人
世
界
』
四
巻
七
号
、
明
治
四
十
二
年
六
月
、
一
一
八
頁
。

（
60
） 『
婦
人
世
界
』
で
は
、
俳
句
な
ど
の
他
の
懸
賞
に
関
し
て
も
、
女
性
読
者
を
装
っ

て
女
性
名
で
投
稿
す
る
男
性
の
存
在
に
つ
い
て
の
告
発
が
相
次
ぎ
、
編
集
部
は

女
性
名
で
男
性
が
投
稿
す
る
こ
と
に
対
し
て
非
難
し
た
。
懸
賞
俳
句
に
「
荒
牧

と
く
子
」
の
名
で
投
稿
し
て
い
る
人
物
は
、
実
際
に
は
そ
の
夫
で
あ
る
、
と
い

う
内
容
の
告
発
に
対
し
、
編
集
部
は
、「
も
し
や
あ
な
た
の
仰
し
や
る
と
ほ
り
、

御
良
人
の
御
作
を
奥
様
の
お
名
で
お
出
し
に
な
つ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
い
か
に

も
男
ら
し
く
な
い
こ
と
で
す
。
荒
牧
さ
ん
の
御
弁
明
を
待
ち
ま
せ
う
」
と
回
答

し
た
（「
通
信
」『
婦
人
世
界
』
五
巻
十
号
、明
治
四
十
三
年
九
月
、一
二
三
頁
）。

（
61
） 

表
紙
絵
を
募
集
し
た
『
婦
人
世
界
』
編
集
部
は
、
募
集
要
項
に
お
い
て
「
応
募

者
は
、
男
子
で
も
婦
人
で
も
差
支
あ
り
ま
せ
ん
」（『
婦
人
世
界
』
六
巻
一
号
、

明
治
四
十
四
年
一
月
、
六
二
頁
）
と
明
言
し
て
お
り
、
応
募
者
が
読
者
の
女
性

で
あ
る
前
提
で
あ
っ
た
懸
賞
口
絵
と
は
異
な
る
。

（
62
） 

表
紙
絵
の
懸
賞
は
明
治
四
十
四
年
に
計
十
回
実
施
さ
れ
、
そ
の
う
ち
女
性
の
一

等
掲
載
は
三
回
の
み
で
あ
っ
た
。
男
性
は
の
べ
七
回
一
等
当
選
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
玉
川
し
げ
を
は
三
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
63
） 

第
四
回
に
一
等
当
選
し
た
津
田
春
子
は
、
同
郷
の
読
者
か
ら
請
わ
れ
て
文
通
を

始
め
た
が
（「
通
信
」『
婦
人
世
界
』
四
巻
三
号
、
明
治
四
十
二
年
三
月
、

一
二
二
頁
）、
そ
れ
に
対
し
て
、
他
の
読
者
か
ら
「
あ
の
方
は
立
派
な
男
子
で

す
よ
」
と
忠
告
が
入
る
。
編
集
部
は
「
津
田
さ
ん
の
明
ら
か
な
お
返
事
を
待
ち

ま
す
」
と
応
答
し
た
が
（「
通
信
」『
婦
人
世
界
』
四
巻
九
号
、
明
治
四
十
二
年

八
月
、一
三
四
頁
）、結
局
津
田
春
子
か
ら
の
回
答
は
な
く
、実
際
に
男
性
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
婦
人
雑
誌
の
読
者
は
女
性
ば
か
り
で
は
な
く

男
性
が
多
く
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
（
1
）、川
村
、二
九
頁
）。

（
64
） 

婦
人
雑
誌
と
そ
こ
に
描
か
れ
る
女
性
像
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
木
村
諒
子
氏
が
、

『
主
婦
之
友
』
の
表
紙
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
が
求
め
た
理
想
的
な
主
婦
像

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。（
木
村
諒
子
『〈
主
婦
〉
の
誕

生
―
婦
人
雑
誌
と
女
性
た
ち
の
近
代
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
二
年
、

二
四
一
〜
二
六
五
頁
）

（
65
） 

婦
人
雑
誌
の
変
遷
や
分
類
、
編
集
側
へ
の
女
性
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
前
掲
注

（
10
）、
三
鬼
を
参
照
し
た
。

（
66
） 

児
島
薫
氏
は
、
女
性
が
展
覧
会
場
で
、
あ
る
い
は
女
性
向
け
雑
誌
の
口
絵
で
美

人
画
を
鑑
賞
し
た
こ
と
は
、
男
性
の
活
動
範
囲
と
は
異
な
る
、
女
性
だ
け
の
世

界
に
女
性
鑑
賞
者
が
囲
い
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
論
じ
て
い
る
（
前
掲

注
（
4
）、
児
島
）。

（
67
） 

前
掲
注
（
1
）、
今
田
、
令
和
元
年
、
五
頁
。

（
68
） 

雑
誌
の
分
類
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
（
10
）、
三
鬼
を
参
照
し
た
。

二
〇
二
四
年　

八
月
六
日　

受
付

二
〇
二
四
年
一
二
月
六
日　

採
択
決
定


